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文 教 民 生 委 員 会 次 第 
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４ 協議事項 
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前半の部 【くらし創造部】生活環境課 

【市民部】    窓口サービス課 国保・年金課 

【健康福祉部】  社会福祉課 高年介護課 福祉監査課 健康増進課 

【各振興局】  市民福祉課 

後半の部 【こども未来部】こども未来課 こども支援課 

【観光文化部】 文化・スポーツ振興課 新文化会館整備推進室 

【教育委員会】 教育総務課 学校教育課 幼児育成課 社会教育課 

 

⑵ 委員会重点調査事項について  

 

⑶ 各種委員の選出について    

 

⑷ 席次の指定について   

  

５ 報告事項 

⑴ 豊岡市福祉金制度の見直しについて             （社会福祉課） 

⑵ 外出支援サービス助成事業利用者へのヒアリングについて   （高年介護課） 

⑶ 植村直己記念スポーツ公園指定管理者の再公募について（文化・スポーツ振興課）  
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７ 閉  会 
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但東振興局 市民福祉課長 柏木　敏高             文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事 武縄　真明

社会福祉課長 丸谷　祐二 教育総務課長 木之瀬晋弥

健康福祉部 健康福祉部長 原田　政彦 教育委員会 教育次長 正木　一郎

高年介護課参事 木村　弥江 教育総務課参事 桒垣　敦子
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文教民生委員会重点調査事項 

 

 

１ 福祉等の充実について 

      

   ２ 医療の確保について 

      

   ３ 環境衛生について 

      

   ４ 交通安全・防犯対策について 

      

   ５ 教育をめぐる諸問題について 

      

   ６ 子ども・子育て支援について 

      

   ７ 文化財の保護と伝統文化の継承について 

      

   ８ 生涯学習について 
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午前９時２４分開会 

○委員長（清水  寛） おはようございます。 

 それでは、ただいまから文教民生委員会を開会い

たします。 

 まず、挨拶ということで、このたび文教民生委員

会の委員長を拝命いたしました清水です。どうぞよ

ろしくお願いします。 

 それこそ、昨日は兵庫県知事選ということで、と

ても大変な結果だったなというふうに思ってます。

今後の舵取りに大いに期待したいというふうに思

います。 

 この文教民生委員会も市民生活に非常に密接に

関わる委員会ということで、それぞれに多くの課題

を抱えているなというふうに思っています。その重

責をしっかり務めてまいりたいと思いますので、皆

さんどうぞご協力のほうよろしくお願いいたしま

す。 

 あと、まず最初にお願いです。当局の皆さん見て

もらったら分かるとおり、非常にフレッシュな委員

の多い委員会になってます。ですので、いつも要点

を簡潔明瞭に分かりやすくというような形で挨拶

はするんですけども、本当に要点を分かりやすくお

伝えいただきたいというふうに思います。 

 また、委員の皆さんにおかれましては、この３年

間の成果をしっかり見せていただいて、おっ、いい

質問だなという質問を、皆が感じるような質問をし

ていただきたいというふうに思いますので、どうぞ

よろしくお願いします。以上です。 

 本日の当局職員出席者についてですが、委員会室

の密集をできるだけ軽減するため、前半の部はくら

し創造部、市民部、健康福祉部、各振興局、後半の

部でこども未来部、観光文化部、教育委員会の２つ

のグループに分けて出席いただくよう要請してお

りますので、ご了承願います。 

 それでは、３の自己紹介に入ります。市議会では、

さきの臨時会において役員改選が行われ、新体制と

なっております。 

 ここで、当委員会の出席者全員に自己紹介をお願

いしたいと思います。 

 まずは、正副委員長、各委員、当局職員、最後に

事務局という順でお願いいたします。 

 なお、当局職員はマイクを使用し、お手元の名簿

順でお願いをいたします。 

 まずは、委員からです。 

 改めまして、委員長の清水です。よろしくお願い

します。 

○委員（荒木慎大郎） ２年連続２回目の文教民生委

員会です。初の常任の副委員長です。何かとご迷惑

をおかけするかと思いますが、よろしくお願いいた

します。 

○委員（森垣 康平） 森垣です。よろしくお願いい

たします。 

○委員（前田 敦司） 前田敦司です。文教民生委員

会、初の委員会、委員となります。よろしくお願い

します。 

○委員（義本みどり） 義本みどりです。よろしくお

願いします。 

○委員（福田 嗣久） 福田でございます。よろしく

お願いします。 

○委員（須山 泰一） 須山です。昨年に続いてです。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水  寛） 次に、くらし創造部から順

にお願いいたします。 

○生活環境課長（和田 哲也） おはようございます。 

 くらし創造部生活環境課長の和田と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○生活環境課参事（佐田美佐樹） おはようございま

す。 

 くらし創造部生活環境課参事の佐田と申します。

どうぞよろしくお願いします。 

○市民部長（植田 教夫） おはようございます。 

 市民部長の植田です。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） おはようござい

ます。 

 窓口サービス課長の川崎です。よろしくお願いい

たします。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 失礼します。 
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 国保・年金課長の恵後原です。どうぞよろしくお

願いします。 

○城崎振興局市民福祉課長（西松 秩里） おはよう

ございます。 

 城崎振興局市民福祉課長の西松です。よろしくお

願いします。 

○竹野振興局市民福祉課長（吉村 容子） おはよう

ございます。 

 竹野振興局市民福祉課長の吉村と申します。よろ

しくお願いいたします。 

○日高振興局市民福祉課長（小野 弘順） おはよう

ございます。 

 日高振興局市民福祉課長の小野といいます。よろ

しくお願いいたします。 

○出石振興局市民福祉課長（成田 和博） おはよう

ございます。 

 出石振興局市民福祉課長の成田です。よろしくお

願いします。 

○但東振興局市民福祉課長（柏木 敏高） おはよう

ございます。 

 但東振興局市民福祉課長の柏木です。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○健康福祉部長（原田 政彦） おはようございます。 

 健康福祉部長の原田です。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） おはようございます。 

 社会福祉課長の丸谷です。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○高年介護課長（定元 秀之） おはようございます。 

 高年介護課長の定元です。よろしくお願いします。 

○高年介護課参事（木村 弥江） おはようございま

す。 

 高年介護課参事の木村です。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） おはようございま

す。 

 高年介護課参事の玉島でございます。よろしくお

願いいたします。 

○福祉監査課長（宮野 千晶） おはようございます。 

 福祉監査課長の宮野です。よろしくお願いいたし

ます。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 失礼します。 

 健康増進課長の宮本です。よろしくお願いします。 

○健康増進課参事（村尾 恵美） おはようございま

す。 

 健康増進課参事、村尾と申します。よろしくお願

いいたします。 

○健康増進課参事（武田 満之） おはようございま

す。 

 同じく健康増進課参事の武田です。よろしくお願

いいたします。 

○事務局主幹（小崎 新子） 引き続き事務局を担当

します小崎です。よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございました。 

 なお、後半の部でも委員の皆さんには自己紹介を

していただきますので、ご了承願います。 

 ４、協議事項です。 

 それでは、１の委員会所管事項の事務概要につい

てです。 

 まず、当局から、くらし創造部、市民部の説明を

一括して受けた後、質疑を行い、その後、健康福祉

部から説明を受け、質疑を行いたいと思います。 

 本日はあくまでも事務概要の説明であり、また、

時間が限られておりますので、当局説明及び委員か

らの質問は要点を押さえて簡潔明瞭にお願いいた

します。 

 なお、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いし

ます。 

 それでは、くらし創造部生活環境課からお願いい

たします。 

 和田課長。 

○生活環境課長（和田 哲也） それでは、生活環境

課分についてご説明申し上げます。 

 ３ページをご覧ください。初めに、ごみの減量化

事業について説明いたします。 

 生活環境課では、基本方針にも書いておりますと

おり、環境負荷を低減させ、循環型社会の構築に向
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け、さらなるごみの減量、再資源化を推進するため、

概要に記載の業務に取り組んでおります。 

 進捗状況でございますが、ごみ量の実績でござい

ます。１０月までの実績ですが、１万４，７４４．

３６トンで、前年同期比９６．９４％、４６５．３

トンの減となっています。内訳といたしまして、市

が収集しています家庭系のごみは７，４６９．５６

トン、前年同期比９６．１８％で、２９６．７３ト

ンの減、クリーンパーク北但に直接搬入されるごみ

は７，２７４．８トンで、前年同期比９７．７４％、

１６８．５７トンの減となっています。 

 具体的な活動状況につきましては、３ページ後半

から４ページにかけて記載していますので、ご清覧

いただければと思います。 

 ごみの減量化事業につきましては以上でござい

ます。 

○委員長（清水  寛） 佐田参事。 

○生活環境課参事（佐田美佐樹） 次に、消費者行政

活性化事業についてご説明いたしますので、資料５、

６ページをお開きください。 

 こちらは、現在、地方消費者行政推進交付金及び

強化交付金という財源を活用しまして、相談員のレ

ベルアップと相談体制の強化に努めているところ

です。ご存じのとおり、最近は還付金をうたう特殊

詐欺の電話が全国的に頻繁にかかっており、市内で

も被害が発生しているところから、その対策に力を

入れているところです。ほかにも、１回だけの安価

なお試し購入と見せかけ、実は高額な定期購入に自

動的に切り替わる手口で契約を結ばせるような例

であったり、自宅訪問で不用品を買い取ると称し貴

金属はないかと居座り迫る悪質な業者が横行した

りと、様々な手口で悪質業者が市民に接触してきて

いる状況でございます。こういった被害を未然に防

ぐという意味で、地区等を対象にした出前講座をは

じめ、中学生や高齢者等を対象に絞った啓発講座を

開いたり、全但バス車内での放送、それから防災行

政無線、市広報等、あらゆる機会や媒体を通じまし

て啓発し、被害の未然防止に努めているところです。 

 相談件数としましては、今年度は１０月末現在４

０７件で、前年同時期と比べまして５５件増加して

おります。合併以降、相談件数についてはほぼ右肩

上がりで推移してきております。この傾向は今後も

続くと予測されるため、相談員の資質向上を含め、

ますますセンターの充実に注力していきたいと考

えております。 

 生活環境課の説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 国保・年金課の重

点事項は２項目でございます。 

 ７ページをご覧ください。１項目めは、国民健康

保険事業の安定的な運営についてです。 

 状況と課題です。国民健康保険事業は、国民皆保

険体制の基幹的な制度として役割を担っておりま

すが、財政状況は１人当たりの医療費が年々増加傾

向にあり、低所得者層や年齢構成が高いという加入

構造の影響もあって厳しい状況にあります。このよ

うな全国的な課題から、県単位化が２０１８年度か

ら始まっており、本県の保険料水準統一化は県内に

おいて同じ所得水準、同じ世帯構成であれば同じ保

険料水準とする完全統一を２０３０年度に行う方

針で進んでございます。本市被保険者の国保税が急

激な負担増とならないよう留意し、県及び県内市町

と協調して医療費適正化の推進に取り組む必要が

あると考えてございます。 

 それでは、８ページ目をご覧ください。概要の進

捗状況をご説明いたします。 

 １つ目の兵庫県国保運営方針の改定に関する協

議でございます。県国保運営方針は、県単位化を推

進するため、県及び県内市町が共通認識の下で県内

国保の財政運営の安定化、事務の標準化、広域化及

び効率化について目指す方向性や取組を定めるも

のでございます。この県内市町国保の統一に向けて

は、保険料水準の統一の協議が先行しておりまして、

現段階では、段階的に市町個別の歳入、歳出を県全

体の財政に移行させる相互扶助方式を実施いたし

ております。今年度は、各市町で異なる国保税の減

免基準や保険事業の取扱いのすり合わせを行って

おりますが、市町個別の事情がありまして、協議は
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あまり進んでございません。 

 ２つ目の国保税の収納率の向上につきましては、

９月末現在の現年課税分で２７．５％と、前年度同

期比較で０．８ポイント低い状況となってございま

す。なお、１０月末の数字が確定しておりますので、

報告をいたします。現年課税分は３７．４％で、前

年度同期比較では０．７ポイント低い状況です。低

い状況ではありますけれども、滞納繰越分を含めた

全体の収納率で見ますと３５．０％で、前年度同期

比較では０．１ポイント低いものの、ほぼ同率で納

付をいただいている状況でございます。 

 ３点目の医療費の適正化の取組については、例年

同様に診療報酬明細書の点検、資格審査の実施を継

続して行っております。このほか、（１）に記載の

医療費通知を今年度も年６回、奇数月の発送をして

ございます。それから、（２）の後発医薬品の普及

啓発事業では、アです、後発医薬品利用差額通知を

年２回行っております。８月診療分の普及率は８１．

５％で、前年同期比較で約２ポイント高い状況とな

っております。また、イです、後発医薬品を希望す

る意思表示カードケースを保険証の更新時期に合

わせて配布することとしております。 

 ４点目の特定健診及び特定保健指導につきまし

ては、２０２３年度の特定健診受診率は４３．７％

で、前年度より０．９ポイント低い受診率となって

おります。すこやか市民健診当日に追加受診を可能

にして、受診率向上に努めておりますが、健診の申

込時点で前年度より申込者が約１５０人減少した

ことが影響していると考えております。特定保健指

導終了率のほうでございますが、５３．３％と前年

度より０．３ポイント高い状況で、他の市町に比べ

ましても高い率を維持しており、保健師による保健

相談や委託事業者と連携した活動が結果につなが

ったものと考えております。 

 ５点目は、国保データベース等の活用でございま

す。ＫＤＢだけではなく、ＫＤＢというのは国保の

データベースのシステムです。ＫＤＢだけではなく

てＮＤＢ、厚労省の提供のレセプト情報、データシ

ステムですけれども、こういったものの情報システ

ムから医療費等を取得して、受診行動や医療費の動

向の把握に努めてございます。 

 続いて、９ページをご覧ください。乳幼児等・こ

ども医療費の助成でございます。 

 状況と課題のほうに記載のとおり、本市の乳幼児

等及び子供の医療費助成制度につきましては、兵庫

県の福祉医療費の助成制度を活用して、市が上乗せ

助成を行い、保険診療分に係る自己負担の一部を助

成しております。医療費の無償化につきましては、

２０２１年７月診療分から、貧困の世代間連鎖の解

消のため、非課税世帯のゼロ歳から中学３年生まで

の子供の外来受診に係る医療費につきまして、自己

負担額を無料といたしました。また、２０２２年７

月診療分から、子育て世帯の経済的負担軽減のため、

３歳児までの医療費を所得制限を設けず自己負担

額を無料とし、翌２０２３年７月診療分からは、対

象年齢を小学３年生まで拡大して実施してきてい

るところでございます。 

 それでは、１０ページをご覧ください。進捗状況

を説明いたします。９月末現在の各医療費助成の受

給者数と助成額の状況につきましては、記載のとお

りでございます。乳幼児等医療費助成の受給者１人

当たり助成額では、現行制度が始まりました前年度

７月診療分から２月診療分までで約２，７５０円で

した。これに対し、今年の３月診療から９月診療ま

ででは約２，４００円と、前年に比べましても減少

している状況です。また、こども医療費助成の受給

者１人当たり助成額でも、前年度７月診療から今年

の２月診療までで約１，１００円、これに対して、

今年３月から９月診療まででは約９５０円と、僅か

に減少している状況です。乳幼児等医療費助成は、

制度が拡充してから２年目となりまして、医療費の

動きが少し落ち着いてきたようにありますけれど

も、これからの風邪や感染症関連の受療状況にもよ

りますので、留意が必要と考えてございます。 

 くらし創造部、市民部からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 以上でくらし創造部、市民

部の説明は終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等あればお
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願いいたします。よろしいですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 今言われた医療費、子供の医

療費２，７５０円から２，４００円、それから１，

１００円から９５０円いうのは、ごめんなさい、ち

ょっと理解できんかった。医療費は、１人当たりの

医療費はそれだけの額ですか。ここにある表では受

給者数と助成額が出てて、そこの関わりなのかなと

思ったんですけど、さっきのは、こども医療費無料

化になって、小学校３年生までになって、それとの

関わりでいったら、それによって１人当たりの医療

費が減ったいう意味でしょうか。ちょっと教えてい

ただきたい。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 計算につきまして

は、ここの表では、申し訳ございません、単純には

出てこないんですけれども、先ほど言いました３月

から８月、前年の３月から８月の受給者数の延べ人

数でこの金額を割った金額で、１人当たりの単価と

いうことでございます。 

 いずれにいたしましても、乳幼児・こども医療費

の助成制度、どちらも減少、１人当たりの金額は減

少しております。特に乳幼児のほうにつきましては

無料化で、１年目はすごく１人当たりの単価も伸び

たんですけれども、２年目に入って落ち着いてきて

るような状況というふうなことの数字で説明させ

ていただきました。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません。そしたらそれは、

その家庭の負担額じゃなくて助成額というふうに

受け止めてよろしいですか。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 助成額でございま

す。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 先ほど還付金詐欺の話をされ

ましたけれども、対策に力をということと、相談件

数の増加を言われましたけども、本市で、詳しくな

いんですけども、どういった年齢の人が対象になっ

てるか、被害が多いのか、あるいはまた、全国的に

もどんな傾向なのか、ちょっと教えていただけます

か。 

○委員長（清水  寛） 佐田参事。 

○生活環境課参事（佐田美佐樹） 全国的な傾向、そ

れから豊岡市の傾向とも大体似てるんですけども、

６０代以上、年齢としては６０代以上が半分以上を

占めております。 

○委員（福田 嗣久） 半分以上ですか。 

○生活環境課参事（佐田美佐樹） はい。特に但馬で

は７０代以降の相談が今増えてるような状況でご

ざいます。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 全国と豊岡市も大体似たよう

な、６０代、７０代ということが主になってる、半

分以上ちゅうことですね。了解しました。 

 それともう一つ、国保の関係で言われました、２

０３０年に向けての統一化ですけれども、これはそ

の説明の中で協議が進んでないとかいうことをち

ょっとおっしゃったような気がするんです。それは

どういう理由でどういうことが進んでないんです

か。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 今年度、協議をさ

せていただいてますのは減免基準と、あと、保険事

業の取扱いの件でございます。すり合わせをする中

で各市町いろいろ、若干ですけれども、特に減免な

んかでしたら市民税の減免基準に合わせてるとこ

ろもあれば、市町によっては違ってるところもあり

ます。というふうなとこら辺で、各市町の現状把握

はしたんですけれども、ただ、どこに基準を持って

合わせるかというとこら辺では、やっぱり各市町の

その状況、事情がありますので、なかなかスムーズ

に進んでいないというところが実情でございます。

以上です。 

○委員（福田 嗣久） 理解させていただきました。 
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○委員長（清水  寛） ほかございませんか。よろ

しいですか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 今、福田委員の質問の追加の

ところなんですけど、その市民税に合わせていると

ころと違うと、本市はどちらだったか教えてくださ

い。 

 それと、消費者行政のところで、録音機能付電話

機という事業してたかと思うんですが、ここに上が

ってないので、どうだったか教えてください。以上

です。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 本市につきまして

は同じというふうなことになりますけれども、基本

同じですけれども、災害負担率であるとかそういっ

た部分では独自の部分は設けてないんですが、違っ

ております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 佐田参事。 

○生活環境課参事（佐田美佐樹） 録音機能付電話機

のことでお尋ねいただきました。 

 今回の事務概要につきましては消費者行政とい

うことで、そちらの啓発であったり相談をメインの

説明ということでさせていただいております。録音

機能付電話機のほうも鋭意推進しておりまして、防

犯ということで兵庫県、それから兵庫県警察本部と

連携になりまして取り組んでおります。非常に好評

いただいておりまして、先週の１５日、１１月１５

日時点で５２２件の申請をいただいておりまして、

兵庫県でも５番目の市町の申請をいただいてるよ

うな状況です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） ありがとうございました。 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、続いて、

健康福祉部のほうから説明を願います。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 健康福祉部からは、

社会福祉課の、まず、２件の事業についてご説明を

させていただきます。 

 お手元の資料の１１ページをご覧ください。豊岡

市地域福祉計画の推進についてでございます。 

 この地域福祉計画は、社会福祉法第１７７条の規

定に基づき策定をする計画でございます。この計画

では、基本理念を「一人ひとりがつながり ともに

創る安心な地域 豊岡」としまして、基本目標を「住

民の主体的な地域づくり」と「総合的・包括的な相

談支援体制づくり」の２つといたしております。こ

のため、基本方針といたしましては、複合化、複雑

化した課題や制度のはざまの問題が顕在化し、その

対応が困難になっている現状を踏まえて、相談を受

け止め解決していくための総合的な支援体制を充

実、強化することが重要となっております。 

 このため、２０２４年度においては次の２つの項

目について重点的に取り組むこととしております。 

 １つ目、重層的支援体制整備事業の実施に向けた

検討としまして、高齢、障害、子供、生活困窮等の

分野別の支援体制では、複雑で複合的な課題や制度

のはざまのニーズへの対応が困難になっていると

いう現状がございます。そのため、各制度の関連事

業について一体的に実施することで属性や世代を

問わない相談、地域づくりの実施体制が構築される

よう、引き続き検討を進めることといたしておりま

す。 

 ２つ目は、自立相談支援体制の強化でございます。

課題が複合化、複雑化して対応が困難なケース、あ

るいは、現在の公的な支援制度では要件を満たさな

い制度のはざまにあるようなケース等に対応して

いくために、制度の柔軟運用や新たなサービスの開

発、部局が連携した支援等が行えるよう全庁的に対

応できる仕組みづくりを進めることとしておりま

す。 

 それでは、次に、進捗状況です。１１ページは、

下のほうになります。 

 まず、重層的支援体制整備事業の実施に向けた検

討につきましては、１２ページにかかりますが、

（１）としまして、複雑、多問題に対応する重層的

支援体制の整備を検討するに当たりまして、庁内の

関係課及び市社会福祉協議会との協議を実施して

おります。 
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 （２）のところで、検討結果でございます。また、

協議の中で確認した現状と課題について整理をし

ております。 

 まず、現状についての検証でございます。現在、

市では、対象を限定せず生活上の悩み事、困り事の

相談先であります総合相談・生活支援センター「よ

りそい」を設置しております。この体制でもって現

在のところ一定の対応ができているという認識に

ございます。その上で、その機能をより強化してい

くことが、新たに重層的支援体制を整備することよ

りも優先すべき課題であるというふうな認識に立

っております。また、重層的支援体制の整備に当た

りましては、新規事業に取り組む必要がございます。

これに当たりましては、福祉業界の協力、特に多く

の専門性の高い人材が必要となってきますが、その

確保、それから、これらの事業の継続性を維持して

いくということに非常に大きな課題があるという

ふうに認識をしておりますし、また、重層的支援体

制整備事業の必須事業の実施ということになりま

すので、新たに多くの財源が必要となってくるとい

うことが検討の結果、分かってまいりました。 

 その結果、（３）といたしまして、現時点ではこ

の当事業の実施を見送りまして、多機関協働事業に

当たる総合相談・生活支援センター「よりそい」の

調整機能を強化していくこと等の検討を行うこと

といたしました。その体制を努めた後、重層的支援

体制整備事業の実施が必要な状況となった場合に

は、改めて検討を進めていくということといたして

おります。 

 ２つ目は、自立相談支援体制の強化についてでご

ざいます。 

 新たなサービス開発、関係機関と連携した支援等

が行えるよう全庁的に対応する仕組みづくりの検

討を始めております。 

 まず、市民の困り事をどこの窓口でも一旦受け止

め、適切につなぐということを目的としまして、総

合相談支援チーム会議でのグループワークですと

か社会的孤立について考える研修会の実施等を通

じまして相談シートの導入等について、総合相談・

生活支援センター「よりそい」と現在検討を行って

いるところでございます。 

 次に、生活困窮者自立支援法等の改正によりまし

て、居住支援の強化の対応が求められてくるという

ことがございます。これを踏まえまして、新たな居

住支援策について県内の居住支援法人ですとか不

動産関連事業者の団体、いわゆる宅建業協会と言わ

れてる団体でございます。こういった居住に関わる

いろいろな各種の団体、関係機関等と協議、意見交

換を現在行っているところでございます。 

 続きまして、１４ペーをご覧ください。豊岡市障

害者福祉計画の推進についてでございます。 

 ２０２１年度に策定しました豊岡市障害者福祉

計画のうち、障害福祉サービスや障害児通所支援等

の提供体制に係る目標等を定めました第７期の障

害福祉計画、第３期の障害児福祉計画を昨年度策定

をいたしております。これらの計画期間は、本年度

から２０２６年度までの３か年としております。 

 次に、基本方針です。豊岡市障害者福祉計画で定

めた施策内容や成果目標のうち、喫緊の課題として

おります次の３つの項目について、今年度は重点的

に取り組むこととしております。 

 事業の概要になります。１つ目の医療的ケア児

（者）及び重症心身障害児（者）に対応した施設整

備等に対する支援につきましては、但馬地域に利用

できる事業者が少なく、日常生活を支える家族の介

護、看護負担が非常に大きい医療的ケア児（者）及

び重症心身障害児（者）について、その受入れが可

能となる施設の整備を促進するため補助制度を創

設し、速やかな施設整備を図るための支援を行うこ

ととしております。 

 ２つ目の相談支援体制の充実につきましては、障

害のある人やその家族には様々な課題がございま

す。これらのことから、それぞれのニーズに対応で

きる相談支援体制を構築する必要があります。その

ため、相談支援事業所、障害者基幹相談支援センタ

ー、障害者自立支援協議会等の関係機関が連携する

ことにより、地域の相談支援専門員の専門性を高め

ていくことに取り組もうとしております。 
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 ３つ目の社会福祉施設から一般就労への移行支

援につきましては、障害のある方は、その障害特性

から、特定業務はできるものの、汎用的な業務をこ

なすことであるとか、長時間安定して働くというこ

とが難しく、福祉施設での軽作業にとどまるという

のが多い現状にございます。このため、こういった

特性を持つ方に適した短時間であったり特定の業

務を企業内に生み出していくということを促して

いくことを通じまして、障害のある方が自分に合っ

た仕事に就き、社会で活躍できるような支援を行う

こととしております。 

 次に、それぞれの進捗状況です。 

 １つ目の医療的ケア児（者）及び重症心身障害児

（者）に対応した施設整備等に対する支援でござい

ます。当該施設につきましては、認定ＮＰＯ法人は

ばたけ手をつなぐ育成会が、本市が兵庫県から無償

で借り受けました土地に障害児（者）の通所施設を、

また、市内の自己所有地に共同生活援助等の施設を、

国県及び市の施設整備補助金の支援を受けて整備

を進められているところでございます。これらにつ

いて、本市では、１施設について１億円、合計２億

円の補助金の交付を既に決定をしております。これ

らの施設の進捗状況でございますが、障害児（者）

の通所施設につきましては、今月中に起工式が執り

行われる予定と聞いておりますし、共同生活援助等

の施設につきましては、現在、戸辺羅山トンネルの

東側になりますけれども、現在、基礎工事を実施さ

れていると聞いております。 

 ２つ目の相談支援体制の充実についてでござい

ます。 

 （１）としまして、相談支援専門員の確保及び相

談支援体制の強化を図る目的で、新たに相談支援専

門員を配置する、これをする場合の要する経費の一

部を補助金として交付することとしております。今

年度につきましては２法人に対してそれぞれ１名

分、合計２名分の補助金の交付を決定済みでござい

ます。 

 （２）でございます。相談支援業務の中でも特に

経験を有する主任相談支援専門員を雇用する相談

支援事業所と市の間で委託契約を締結しまして、困

難ケースへの主任相談支援専門員の同行訪問やケ

ース検討を行い、市内の相談支援専門員のスキルア

ップを図っております。これまでの実績としまして

は、本年度、同行訪問を２回、それからケースの共

有や検討を１２回実施しております。 

 ３つ目としまして、障害者（児）が自立した日常

生活または社会生活を営むことができるよう、４つ

の相談支援事業所に障害者相談業務を委託してお

ります。本人や家族、介護者等からの相談に対応す

ることとしておりまして、これまでのところ約３０

０人の方のご利用をいただいているところです。 

 （４）番目です。２か月に１回、障害者自立支援

協議会相談グループでは困難事例等の事例検討を

行いまして、相談支援スキルの向上を図っておりま

す。これまでのところ、３回実施をしております。

また、市内の全ての相談支援事業所を対象にした連

絡会等を開催いたしまして、多機関と連携した支援

ができるよう取組を実施しているところでござい

ます。これまでのところ４回の実施となっておりま

す。 

 そのほか、市が委託をしております相談支援事業

所には、新設された相談支援事業所に配置されまし

た職員さん、相談支援専門員さんの実習を受け入れ

ていただいて、その専門員さんのスキルアップや事

業所の垣根を越えた連携というものの強化に取り

組んでおります。 

 ３つ目になります、福祉施設から一般就労への移

行促進についてでございます。これまでの取組とし

まして、豊岡市商工会の会員の方々に配付されてお

ります会報誌の７月号に本事業を紹介するチラシ

を折り込み、市内の事業所への障害者雇用の周知を

実施したところでございます。 

 また、今後、市内の就労継続支援Ｂ型事業所、２

０か所ございます、こちらの事業所に対しまして短

時間、超短時間雇用の希望をされる方の調査を実施

しまして、今後、事業所とのマッチングを実施する

予定としております。これまでのところ、一般就労

を希望される方が１１名いらっしゃるというふう
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にお聞きをしております。 

 社会福祉課からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、高年介護課、定元

課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） １６ページをご覧く

ださい。２項目あります。１項目めは私のほうから

説明をさせていただきます。 

 １項目め、介護保険事業の円滑な推進についてで

す。 

 現況と課題ですが、本市の高齢化率は年々増加し

ており、兵庫県の平均を大きく上回っております。

このような中、市としましては、今後、医療や介護

などが一体的に提供される地域包括ケアシステム

の推進を推進するとともに、介護人材の確保、定着

を図っていきます。 

 基本方針は、今年度から実施しております老人福

祉計画・第９期介護保険事業計画に基づき、概要に

記載の項目について重点的に取り組んでおります。 

 それでは、１７ページをご覧ください。進捗状況

を説明します。 

 １の地域包括ケアシステムの推進です。豊岡市在

宅医療・介護連携推進協議会の取組としまして、今

年度、１１月２７日に研修会を予定をしております。 

 次に、バイタルリンクの使用です。バイタルリン

クとは、医師と介護の連携、多職種連携システムで、

医療版のＬＩＮＥのようなものであります。登録率

は、１０月末で４０．５％となっております。在宅

介護にとっては有効なシステムでありますので、今

後も登録件数を増加させるよう努力をしてまいり

ます。 

 （ウ）の訪問診療医の紹介ですが、病院を退院す

る在宅訪問診療医師のいない訪問診療希望者に対

しまして、かかりつけ医師の調整を行っております。

１０月末で３件、医師を紹介をしております。 

 （２）につきましては、２０ページで説明をさせ

ていただきます。 

 続きまして、（３）の地域ケア会議の推進です。

アからウまでのそれぞれのケア会議を記載のとお

り行っております。また、エの地域ケア推進会議に

つきましては、毎年実施されますアからウの会議か

ら抽出された新たな豊岡市全体の課題を解決する

方策を検討するため、地域ケア推進会議を年２回、

７月と３月に開催し、抽出した課題解決に取り組ん

でおります。現在は、課題解決のため、（ア）のと

おり、身寄りなし検討部会を設置しまして、独居老

人等、支援者がいない高齢者への対策を検討してお

ります。 

 （４）生活支援・介護予防サービスの充実・強化

ですが、主なものとしまして、アの予防給付基準訪

問介護事業、イの予防給付基準通所介護事業、１８

ページにありますが、ウの通所型介護予防事業を実

施をしております。実施回数、利用件数等は記載の

とおりであります。エ、オにつきましても２０ペー

ジで説明をさせていただきました。 

 続きまして、（５）の高齢者の孤立化防止ですが、

老人クラブ活動促進事業としまして記載のような

事業や意見交換を行っております。 

 （６）の介護人材の確保と定着につきましては、

今年度から市内の介護事業所の職員に対し、介護職

員初任者研修等の費用を助成する事業として、１人

当たり１０万円を限度として実施をしております。

１０月末現在、助成金交付者は２人であります。 

 次に、２の財源の安定確保です。保険料の収納確

保として、介護保険料徴収員を配置し、督促状の郵

送や電話による督促の強化などにより、保険料の収

納確保を行っております。その結果、滞納徴収金額

ですが、１０月末現在で記載のとおりとなっており

ます。今後も少しでも滞納金額を減少するよう努力

をしてまいります。 

 最後は、３の介護給付の適正化であります。 

 まず、（１）の要支援・要介護の認定及び訪問調

査の適正化ですが、ア、イにつきましては昨年と同

じであります。要支援・要介護の認定者数はウに記

載のとおり、９月末時点で５，０７０人であります。

前年同月が５，１０７人でありましたので、１年間

で３７人減少しております。 

 次に、（２）のケアプランの点検です。１０月末

の点検件数は、アの運営始動時が６件、イの随時点
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検が１６３件となっております。 

 私からの説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、高年介護課、玉島

参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） 引き続き、高年介

護課所管分について、主な取組をご説明させていた

だきます。 

 資料１９ページをお願いします。介護予防・生活

支援体制の整備及び認知症総合支援事業の推進で

す。 

 まず、現状と課題です。本市は、現在、生産年齢

人口の減少や高齢化率の上昇に伴い、介護人材不足

が深刻となっており、独り暮らし高齢者や高齢者世

帯のみの世帯及び認知症高齢者の増加もあり、高齢

者を支える家族や地域の基盤が脆弱になっていま

す。このような中で、基本方針として、高齢者がで

きる限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしが続

けられるよう、介護予防や生活支援施策を進めると

ともに、認知症施策を推進します。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。まず、１の介

護予防・生活支援体制の整備についてです。 

 （１）の要支援者等を対象とした適切な介護予防

サービスの実施ですが、この事業は、高齢者が自立

した生活が続けられるように、生活に支障のある方

に対して理学療法士がご自宅を訪問し、ご本人の日

常生活の支障や身体の状況等を確認する中で、低下

した身体機能の回復が見込まれる方を適切なサー

ビスや地域資源につなげる、人生１００年 自分ら

しさ応援プログラムを１０月から本格的に開始し

ております。 

 （３）ですけれども、一人暮らし高齢者安心・見

守り活動の推進、ふれあいいきいきサロンなどの集

いの場の充実。 

 アの一人暮らし高齢者等安心・見守り活動の推進

ですが、こちら、１９ページから２０ページにかけ

まして、見守り活動を実施している行政区を記載し

ております。この事業は、行政区において高齢者宅

等を訪問し見守り等を行っている区に補助を行う

ものです。今年度、２０２４年度１０月末現在で全

行政区のうち９０％に当たる３２３区で実施して

いただいております。 

 ２０ページの（４）ですけれども、支え合いサー

ビス事業です。これは、介護施設事業所等の職員が

独り暮らしの高齢者宅に訪問し、配食、安否確認、

家事援助を行う訪問系の支え合い生活支援サービ

スと、短時間の体操や食事を提供する通所系の支え

合い通所介護事業の２事業があります。通所介護事

業は、地域コミュニティ単位においてＮＰＯ法人や

社会福祉法人、あるいは住民主体の団体によって実

施していただいております。今年度９月末の実績は、

支え合い生活サービスのほうは１１地区で実施、利

用実績人数は１１８人、それから、支え合い通所事

業につきましては１３地区で実施し、実利用人数は

１１４人です。 

 次に、２の認知症総合支援事業（認知症あんしん

大作戦）の推進です。こちらは、認知症の方ができ

る限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けら

れるよう取組を行っており、その主な内容を記載し

ております。認知症に関する普及・啓発の推進では、

認知症について多くの方が理解を深め、認知症の方

を見守り支援するための認知症サポーター養成講

座を開催しております。１０月末現在で１３回、２

８７人に受講していただいております。また、認知

症に関する正しい知識と理解の普及啓発を目的に

ＤＶＤを一昨年、昨年、作成し、市民に貸出しを行

っております。 

 また、認知症高齢者、若年性認知症の人と家族へ

の支援のところでは、こちらは、若年性認知症の本

人と家族が日頃の悩みなどを話し合い学び合うこ

とを目的に開催しています。家族同士や認知症地域

支援推進員などと情報提供、意見交換などを行って、

月１回、開催をしております。 

 家族介護者に対する支援になりますが、こちらの

ほうは、介護している家族や援助者などを対象に、

介護の方法、予防、介護者の健康づくり等を習得す

る教室です。今年は２回実施予定です。次に、認知

症カフェです。こちらは、認知症の人やその家族、

医療や介護の専門職など、誰もが気軽に参加できる
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集いの場、地域の居場所です。市内８か所で実施し

ております。最後にＶＲ体験会です。こちらは認知

症の方の理解が深められるよう、ＶＲを活用した体

験会を実施しました。９月３０日から１０月４日の

５日間、９回実施し、７８人が参加しました。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 福祉監査課、宮野課長。 

○福祉監査課長（宮野 千晶） 資料の２１ページを

ご覧ください。 

 市が行う指導監査ですが、社会福祉法等の規定に

基づき、法令または通知等に定められた遵守すべき

事項について確認を行うことによって適正な法人

運営等確保することを目的に行っております。 

 次に、基本方針ですが、兵庫県と合同で行う運営

指導について、実施対象事業所の決定結果を踏まえ、

豊岡市社会福祉法人指導監査実施要綱等に基づき

まして、本市の指導監査の実施に関する計画を策定

し、指導監査等を行う法人を決定しております。 

 次に、概要及び進捗状況ですが、１、実施法人等、

実施予定件数及び実施済件数は、（１）から（６）

のとおりです。（１）の社会福祉法人の場合であれ

ば、所管法人は１５法人、その右の（４）は今年度、

指導監査実施予定法人数です。その右端の括弧のゼ

ロは、１０月末現在、実施済みの法人数でございま

す。 

 ２の実施期間につきましては、２０２４年９月か

ら２０２５年２月を予定しております。 

 ３の実施内容ですが、社会福祉法人指導監査実施

要綱及び指導監査ガイドライン等に定められた指

摘基準に基づき指導監査等を実施し、文書指摘、口

頭指摘、または助言を行っております。 

 福祉監査課の説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、健康増進課、宮本

課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 健康増進課からは、

保健事業・健康増進事業の推進について説明いたし

ます。 

 ２２ページをお願いします。現況と課題、それか

ら、基本方針についてはそこの資料に記載しており

ますので、ご清覧いただきたいと思います。 

 概要及び進捗状況につきましては、健康増進課の

事業で主なものを説明します。 

 １のウェルストーク豊岡の第２期運営管理事業

者の募集選定及び契約締結についてです。ウェルス

トーク豊岡につきましては、事業者の募集を行うた

めに今年の４月に募集要項等を公表しました。その

後、５月に参加資格審査書類、８月に提案書類の受

付を行いました。進捗状況についてですが、（１）

にありますように、９月１３日の事業者の選定委員

会による審査を実施し、株式会社合人社計画研究所

とコナミスポーツ株式会社のグループを優先交渉

権者として決定しました。現在、特別目的会社であ

る豊岡総合健康ゾーンＰＦＩ株式会社を契約の相

手先として仮事業契約を締結する作業を進めてお

り、１２月議会ではＰＦＩ法に基づき事業契約の締

結について議会の議決を求めることにしておりま

す。 

 （２）には仮事業契約の概要を記載していますの

で、ご清覧いただきたいと思います。 

 （３）には、１２月議会で上程する予定の議案を

記載していますので、こちらもご清覧いただきたい

と思います。 

 なお、１１月２２日金曜日の会派勉強会終了後に

健康増進施設の第２期事業について説明する時間

をいただいております。そのときに改めて概要を説

明させていただくことにしていますので、よろしく

お願いいたします。 

 ２の帯状疱疹予防接種補助事業の実施について

ですが、次の２３ページをお願いします。帯状疱疹

の発症予防、重症化予防を目的として、県の補助制

度創設に伴いまして、帯状疱疹予防接種に対する補

助を実施しています。現行の締切りの関係で９月末

の数字を記載していますが、現時点では生ワクチン

の申請者が１，１６４人、接種者が８１１人、不活

化ワクチンの申請者が９８０人、１回目の接種者が

６４７人、２回目の接種者が３８８人になっていま

す。 

 ３の健康運動教室（玄さん元気教室）の普及・拡
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大についてですが、１０月末時点では２１３団体と

なっています。 

 ４の歩キングの普及・推進についてですが、歩く

ことを長く続けるためには、膝や腰に負担が少ない

正しい歩き方を身につけることが重要だと考えて

いますので、地域コミュニティと連携し、ウォーキ

ングマップ作りのワークショップの中で正しい歩

き方講座を実施しています。進捗状況については記

載のとおりですが、１１月１０日の神美地域につき

ましては１２人の参加がありました。 

 ５の運動健康ポイント制度の普及・推進について

ですが、（１）の運動健康ポイントシートの普及に

ついては、地域コミュニティとも連携しております。

実績は記載のとおりです。 

 （２）のとよおか歩子については、登録者が増え

るよう、小・中学校やこども園等とも連携し、普及

を図っていきたいと考えてます。また、今年度につ

きましては、豊岡出石インターチェンジの開通記念

でありますウォーキングイベント、それから、とよ

おかスポーツフェスティバルでもＰＲを行いまし

た。今後も機会があればＰＲを行っていきたいと考

えています。実績は記載のとおりです。 

 次に、２４ページをお願いします。６の感染症予

防対策で風疹に対する対策についてですが、昭和３

７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの男

性を対象とする追加対策が２０２４年度、今年度ま

で延長されたことを受けまして、抗体検査と、抗体

が陰性の方に対するワクチン接種を実施すること

としております。抗体検査、予防接種はいずれも無

料となっています。実績は記載のとおりです。 

 ７の生活習慣病対策ですが、集団健診会場等での

保健・栄養指導や、健診結果に基づき医療機関への

受診勧奨を実施しています。実績は記載のとおりで

す。 

 ８の新型コロナウイルスワクチン定期接種です

が、主に感染した場合の個人の重症化を予防し、あ

わせて、蔓延の予防に資するため、Ｂ類疾病の定期

予防接種として、６５歳以上の高齢者や一定の基礎

疾患を有する６０歳から６４歳までの方に対して

ワクチンの定期接種を１０月１日から実施してい

ます。接種者数は記載のとおりですが、先週末の状

況では約４００人の方が接種されています。 

 健康福祉部の説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 以上で健康福祉部の説明は

終わりました。 

 ただいまの説明について質疑、意見等あればお願

いします。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） まず、重層的支援体制の整備

についてなんですが、丁寧に検討してくださってる

なというのは分かりました。その中で、ここで、１

３ページに研修という、社会的孤立について考える

研修会の実施予定というのがあるんですが、これは

実施対象者はどなたで、どのような内容だったか教

えていただければと思います。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 先週の金曜日になり

ます、名古屋の同朋大学の先生に来ていただきまし

て、自立相談支援のグループ、職員とかを対象とし

て講演をいただいた後で、その後、グループで意見

交換をするという、そういう内容でさせていただい

ております。内容については、ここに書いておりま

す、社会的孤立についての講義をいただいて、それ

についてそれぞれの部局でどういった対応ができ

るのかという内容の研修と、グループワークという

ふうなことでございます。ちょっとまだ報告が上が

ってきてません。ちょっと詳細分かりかねます。申

し訳ありません。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） それは福祉部局の担当職員さ

んということですか。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 福祉部局だけではな

く、例えば市民部であったりこども未来部であった

りといった内部の職員さんも来ていただいて、あと、

社協の職員の方にもお声かけをして、来ていただい

ております。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 
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○委員（義本みどり） それはとてもいい研修会だっ

ただろうということで思います。 

 それと、１つご紹介なんですけれども、昨日も小

野のコミュニティで地域づくりと一緒にやってた

研修会について、職員さん、福祉の現場の有資格者

の方、福祉だけじゃないんですが、市の職員さんの、

豊岡市地域共生社会自主研究会というのが立ち上

がってるようで、とてもいろんなところの先進事例

を取り上げて、もう７回シリーズでやってらっしゃ

るんですが、私も入れていただいて、そのときにオ

ンラインで参加もできますし、後で録画も視聴もで

きますので、とても勉強になる研修会なので、何か

事務方の方がどなたも入られてないので、現場の有

資格者しか入られてないのでもったいないなと思

いましたので、またご確認いただいて、もし、ご無

理になってはいけませんけれども、活用していただ

ければと思って紹介させていただきました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） はい。この件は以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかございますか。よさそ

うですか。 

○委員（義本みどり） いいんですか。１個ずつ終わ

らせようと思って。 

○委員長（清水  寛） いいですよ。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 高年介護課のところで、１９

ページのところなんですが、先日も核家族、一人世

帯が増えるということが大きく、今も増えてるけれ

ども、とてもたくさん増えてくるというようなこと

が報道されてたと思うんですが、いろんな適切なサ

ービスにつなげていただいて、サービスのこととい

うのは分かったんですが、サービスとか支援につな

げるまでの様々な諸手続が１人の方だととても困

難だと思われるんですが、そこに対して何かこうい

う対策をしていこうというようなことがあればお

聞かせ願えればと思います。 

○委員長（清水  寛） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 今ご指摘のありまし

たことにつきましては、独居老人の方とかそういう

方が申請等に困っておられるということでありま

す。それにつきましては、実際、今、主にされてい

る方が、ケアマネさんがそういうこと、手続をされ

ているということが主になっておりまして、その中

でケアマネさんの本当の仕事の範疇を超えている

というようなこと、そういうこともいろいろと問題

になっておることがありますので、先ほど、すみま

せん、１７ページで、先ほどの（３）のエのところ

であります、身寄りなし検討部会というところで、

今ちょっとそこでいろいろと検討しておりまして、

そういうものも少しでも申請等もできるようなこ

とも含めまして、今、検討している最中であります

ので、少しでも、一度に前進はできませんが、少し

ずつ前進をしていこうと考えております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） いいですか。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 分からないので教えていただ

きたいんですが、ケアマネさんがいろいろなサービ

スにつなげるんですが、そのケアマネさんのとこに

たどり着くまで、いきなりケアマネさんに行ったり

しないですわね。そこのところをちょっと、すみま

せん、知識不足なので教えていただければと思いま

す。 

○委員長（清水  寛） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 当然そちらに行くま

でに相談事につきましては各地域の包括支援セン

ターというところがありますので、まず市民の方に

つきましては、まず、何かありましたらそこの地域

包括支援センターに相談いただくようにこちらの

ほうは推進をしておるというところであります。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、もうちょっと、

分からないのでもうちょっと教えていただきたい

んですが、ケアマネさん、まず地域包括に相談をし

て、介護保険の申請にならなくても、ならない方で

もケアマネさんにつながるんでしょうか、そこのと
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ころがもう一つよく分からなくて、教えてください。 

○委員長（清水  寛） 玉島参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） おっしゃいますよ

うに、認定申請というところは各振興局のほうでも

受けておりまして、それから、先ほどもお伝えしま

したように地域包括支援センターのほうでも相談

事というのは受けております。それで、様々な生活

に対してのお困り事が出てきたときに、その時点で

もう地域包括支援センターのほうにまずはご相談

いただいて、そこでいろいろな、例えばですけれど

も、物忘れのことでありますとか、それから生活、

日常生活に支障が出てきた、例えばお風呂に入ると

きのまたぎが難しくなってきたとか、立ち座りのほ

うが難しくなってきた、そういったようなことのお

困り事をまずは相談をいただくという形がいいの

かなというふうに考えております。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。事務概要

なので、よろしいですか。 

○委員（義本みどり） いいです。また窓口で教えて

いただきます。ごめんなさい、理解力が、そうしま

す、はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございますか。 

 なければ、それでは、以上で前半の部を終了しま

す。 

 ここで委員、もしくは当局の皆さんから特に発言

はありませんか。 

 ないようでしたら、当局職員の皆さんにつきまし

ては報告事項があります部署の職員さんを除いて

退席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前１０時３０分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３２分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開し

ます。 

 議事順序を変更し、５の報告事項に入ります。 

 初めに、１、豊岡市福祉金制度の見直しについて

です。 

 健康福祉部社会福祉課から説明をお願いします。 

 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 福祉金制度の見直し

（案）ということで説明をさせていただくんですけ

れども、これにつきましては５月の下旬のときの会

派勉強会の折に、福祉金制度の在り方を検討するん

だということで、皆さんのほうに資料で説明をさせ

ていただいたところでございますが、今回その見直

し（案）、一つの案でございますけども、案ができ

ましたので、皆さんのほうにご説明をさせていただ

いて、ご意見を頂戴したいと思っておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 詳細については課長のほうから説明します。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） よろしくお願いいた

します。 

 それでは、豊岡市福祉金制度の見直し（案）につ

いてご説明をさせていただきます。 

 まず、見直しに当たっての方針でございます。１

点目、まず、地域福祉施策への転換でございます。

市全体の福祉向上のために一律的な個別の現金給

付であったり、施設福祉中心の施策から在宅福祉、

地域福祉を中心とした、誰もが安心して地域で暮ら

せるような地域づくりの施策への転換を図ってい

く必要があるというふうな考え方に立脚をしてお

ります。 

 もう一つが、持続可能な障害福祉サービスの提供

でございます。障害者総合支援法の施行から１１年

が経過しておりますが、この間、様々な障害福祉サ

ービスが市内においても拡充、充実してきておりま

す。それに伴いまして、市においても財政的な負担

も年々増加しているということは以前もご説明を

させていただいたとおりでございます。今後も障害

福祉サービスに係る費用の増加が見込まれており

ますことから、その財源を確保するという視点も必

ず持っておく必要があるということでございます。 

 これらの２点の方針に基づきまして、制度の見直

しを進めていくこととしており、現在、案を２のと

ころでまとめてございます。 

 まず、（１）段階的な削減でございます。現在、
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月額２，０００円の福祉金を、年間ですと２万４，

０００円、それぞれの対象者の方に給付をいたして

おります。これについて、見直しの１年目、２年目

には４分の３となります月額１，５００円に、３年

目、４年目には１，５００円から１，０００円にと

いうふうに段階的に縮小して減額を進めていくと

いうふうな考え方でございます。５年目になります

と、その時点での社会経済情勢等を総合的に勘案を

しまして、改めて検討を進めていくというふうなこ

とを考えてございます。 

 削減の時期でございます。現在のところ、物価高

騰であるとかエネルギー高騰といったことが非常

に強く進んできてございます。こういった現在の社

会経済情勢を鑑みると、今すぐ直ちに段階的な削減

を実施するというふうな環境はまだ整っていない

というふうな考え方でございます。このため、縮減

の方針としては、案の（１）のとおり考えながら、

その実施のタイミングについては今後また改めて

検討をしていきたいと考えて、判断していきたいと

考えております。 

 見直しに伴いまして、方針にもございます、地域

施策への転換への考え方でございます。見直すこと

によって障害福祉サービスへの財源充当も考える

一方で、先ほども説明しました地域福祉施策の推進

も必要となってございます。そのため、この３のと

ころでは、見直しをした上でどういった施策にこの

財源を振り分けていくか、どういったことを実施す

るかというのを整理をさせていただいております。 

 １つ目は、障害福祉サービスへの、サービス費へ

の充当でございます。 

 ２つ目としまして、福祉タクシー・バス共通利用

券の複数枚利用の実施です。現在は利用１回に当た

り１枚５００円の利用というふうにしております

ところを、２枚まで利用可能とすることで、遠方の

方でも負担が軽減されるだろうというふうなこと

で、これについては先行的に来年度から実施をした

いと考えております。 

 ３つ目としましては、障害者差別解消法への対応

としまして、障害者の方々が地域の中で、あるいは

いろんな施設を訪れやすいような環境を整える意

味で、折り畳み式のスロープの設置であるとか、筆

談ボードといった備品に対する購入費の、事業者が

購入する場合の補助制度等の創設、こういったこと

を現在考えているところでございます。改めて委員

の皆様方からのご意見も頂戴したいと存じます。 

 簡単ですけども説明は以上です。２ページ以降は

参考資料となりますので、ご清覧いただきたいと存

じます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 報告は終わりました。 

 質疑はございませんか。いいですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 具体的なところで、今の福祉

タクシー・バス利用券というのは、１回当たり５０

０円、割引券いうことですか、それを１，０００円

まで使えるということですか。往復使えるようなる

いうことではなく、それは１回の数え方でいくとど

うなるんですか。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） １回という考え方は、

乗車から降車までということになりますので、より

遠方の方は５００円以上を負担してたものが、さら

に５００円分の負担が軽減されているということ

になります。 

○委員（須山 泰一） 取りあえず分かりました。 

○委員長（清水  寛） いいですか。 

 ほかございますか。よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 次に、外出支援サービス助成事業利用者へのヒア

リングについてです。 

 高年介護課から説明をお願いいたします。 

 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 外出支援サービスの

助成事業につきましては、本年度については約２．

２６倍、増額をさせていただいたということでござ

いますが、今後についても、持続可能な制度にする

ためには、やはり引き続き見直しを検討していく必

要があると。そのためには、まずは事業を利用して
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いただいている方々へのヒアリングが必要だろう

ということで、ヒアリングのほうをまず実施させて

いただきたいと思っております。ヒアリングの対象

者については区分、制度の中の区分１に該当してい

ます人工透析の方ということで、今回のそのヒアリ

ングの内容について、詳細については担当課、高年

介護課の参事のほうから説明をさせていただきた

いと思います。以上です。 

○委員長（清水  寛） それでは、玉島参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） それでは、外出支

援サービス助成事業利用者へのヒアリングについ

てということで、資料のほうをご覧ください。 

 まず、１の目的です。外出支援サービス助成事業

におきましては、ご承知のとおり助成額が年々増加

しておりまして、今後も要介護者、要支援者の増加

に伴い、さらに助成額の増加が見込まれております。

このため、持続可能な制度に向けた助成の見直しが

課題となっております。市としましても、本年度か

ら利用者負担を見直したところではございますが、

持続可能な制度とするために、まずは利用者へ助成

事業の現状説明及び利用者の利用実態等について

の詳細なヒアリングを実施したいと考えておりま

す。 

 ２の内容のほうをご覧ください。対象者としまし

ては、（１）で人工透析者で公共交通機関の利用が

困難な方をヒアリングしたいと考えております。地

域ごとの人数につきましては、表にございますとお

り、豊岡で２２人、城崎２人、竹野で６人、日高４

人、出石４人、但東で２人の合計４０人です。 

 主な項目としましては、（２）のアからエに記載

しております。アの家族構成・基礎情報では、例え

ば世帯で車を所有しているか、ご家族は仕事をして

いるか等を、それから、イの現在の利用状況等の確

認では、チケットを使わないときは、どのように通

院されているかや、近くに公共交通はあるかなどを、

それから、ウの代替手段の検討では、家族の送迎の

回数を増やすなどが可能か、それから、透析治療後

は、車を運転したり公共交通に乗ったりできるか、

それから、今よりも近い医療機関に変更していただ

くことはできないかなどを、それから、エでは、エ

の負担軽減策に関する意見では、現在は個別に利用

している介護タクシーを複数人で乗れば安くなる

が、利用されるか、それから、在宅透析治療や腹膜

透析治療といった方法があるが知っておられるか

等をヒアリングしたいというふうに考えておりま

す。 

 ３の日程のほうですけれども、１１月中旬、これ

はもう先週の１１月１５日に発送をいたしており

ますが、ヒアリング対象者へ日程調整のための依頼

文を送付しております。また、今後、１２月の中旬

にかけましてヒアリングを実施しまして、１２月下

旬にヒアリング結果を取りまとめたいと考えてお

ります。 

 説明のほうは以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。いいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

○健康福祉部長（原田 政彦） すみません、ちょっ

と１点よろしいですか。 

○委員長（清水  寛） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 一番最初に説明させ

ていただいた福祉金の見直しでございますけども、

これについては先ほど見直し（案）と言いました。

あくまでも見直し（案）です。現時点でコンプリー

トしたものではありません。ですので、皆さんのい

ろんな意見をいただきながらこれを固めていきた

いというふうに思っております。今日はあまり時間

がありませんのでご意見いただけませんでしたけ

れども、来週の金曜日に会派勉強会の中でも……

（「今週です」と呼ぶ者あり）あっ、ごめんなさい、

今週ですね。会派勉強会の中でも改めて議員全員に

こちらのほう説明をさせていただきますので、また

皆さんのほうからいろんな多様な意見いただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。以

上です。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございます。そ

うしましたら、委員の皆さんはしっかりと検討いた

だきながらご意見をしていただきたいと思います。 
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 以上で健康福祉部の職員の皆さんは退席してい

ただいて結構です。お疲れさまでした。 

 委員会を暫時休憩します。再開は１０時５５分。 

午前１０時４４分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４９分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開い

たします。 

 これより後半の部に入ります。 

 なお、当局から、文化・スポーツ振興課、武縄参

事、学校教育課、服部参事の欠席について申出があ

り、許可をいたしておりますので、ご了承願います。 

 それでは、３の自己紹介に入ります。 

 市議会では、さきの臨時会において役員改選が行

われ、新体制となっています。 

 当委員会の出席者全員に自己紹介をお願いした

いと思います。 

 まず、正副委員長、各委員、当局職員、最後に事

務局という順でお願いをいたします。 

 なお、当局職員はマイクを使用し、お手元の名簿

順でお願いをいたします。 

 まず、委員からです。 

 それでは、改めまして、皆さん、こんにちは。こ

のたび文教民生委員会の委員長を拝命いたしまし

た清水です。 

 この委員会は、市民の生活に非常に密着に関わり

を持ってる委員会ということで、それぞれにまた、

課題が大きく、大変重要な委員会だと思ってます。

しっかり重責を務めてまいりたいと思いますので、

皆さんのご協力をどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 また、皆様にお願いがあります。見ていただいた

とおり、重鎮はお一人おられますけど、ほかが非常

にフレッシュな委員のメンバーになっています。そ

ういう意味では、皆様、当局のほうからはいつも要

点を簡潔明瞭にというようなお願いをしているん

ですけども、要点をさらに分かりやすくご説明をい

ただきたいというふうに思います。 

 また、委員の皆様には３年間の経験をしっかり生

かして、おっ、いい質問だなと思わずつぶやくよう

な質問を心がけていただきたいと思います。 

 それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員（荒木慎大郎） こんにちは。副委員長の荒木

です。初の常任委員会の副委員長になります。何か

とご迷惑をおかけするかと思いますが、よろしくお

願いいたします。 

○委員（森垣 康平） 森垣です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（前田 敦司） 前田です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（義本みどり） 義本みどりです。よろしくお

願いします。 

○委員（福田 嗣久） フレッシュな福田でございま

す。よろしくお願いします。 

○委員（須山 泰一） 須山です。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（石田  清） 次に、こども未来部から順

にお願いいたします。 

○こども未来部長（永井 義久） こども未来部長の

永井です。よろしくお願いします。 

○こども未来課長（若森和歌子） こども未来課課長

の若森です。よろしくお願いします。 

○こども未来課参事（佐伯 勝巳） こども未来課参

事の佐伯でございます。よろしくお願いいたします。 

○こども支援課長（吉本  努） こども支援課長、

吉本と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○観光文化部長（米田 紀子） 観光文化部の米田で

す。観光政策のほうは建設経済委員会でお世話にな

っているんですけれども、私はこちらの委員会に出

席をさせていただいております。引き続きよろしく

お願いいたします。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 文化・ス

ポーツ振興課長の原田です。よろしくお願いします。 

○文化・スポーツ振興課参事（福井 孝道） 文化・

スポーツ振興課参事の福井と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○文化・スポーツ振興課参事（小川 一昭） 文化・

スポーツ振興課参事の小川と申します。城崎国際ア
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ートセンターを担当しています。よろしくお願いい

たします。 

○文化・スポーツ振興課参事（藤原 孝行） 同じく

参事の藤原と申します。現在の市民会館のほうを担

当させていただいております。よろしくお願いいた

します。 

○新文化会館整備推進室長（村田 一紀） 新文化会

館整備推進室長の村田です。どうかよろしくお願い

いたします。 

○教育次長（正木 一郎） 教育委員会教育次長の正

木一郎と申します。皆様とお目にかかりますのは、

もうしばらくとなってまいりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 教育総務課長の木之

瀬と申します。よろしくお願いいたします。 

○教育総務課参事（野﨑 律男） 教育総務課の参事、

野﨑と申します。主に学校再編の担当をしています。

よろしくお願いいたします。 

○教育総務課参事（桒垣 敦子） 教育総務課参事の

桒垣と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○教育総務課参事（本庄  昇） 教育総務課参事、

本庄です。給食センター所長をしております。よろ

しくお願いします。 

○教育総務課参事（加藤 哲夫） 教育総務課参事の

加藤です。主に、施設整備のほうを担当しておりま

す。よろしくお願いします。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 失礼します。学校教

育課長の寺坂と申します。よろしくお願いします。 

○学校教育課参事（吉谷 孝憲） 学校教育課参事の

吉谷と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 幼児育成課の課長、

向原です。よろしくお願いいたします。 

○幼児育成課参事（河本 美佳） 幼児育成課、河本

です。よろしくお願いいたします。 

○幼児育成課参事（三輪 純子） 幼児育成課参事の

三輪と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○幼児育成課参事（谷口 祥規） 同じく幼児育成課

の谷口といいます。幼保政策のほうを担当していま

す。よろしくお願いします。 

○社会教育課長（旭  和則） 社会教育課長の旭と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局主幹（小崎 新子） 引き続き事務局を担当

します小崎と申します。よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございました。 

 それでは、４の協議事項に入ります。 

 １の委員会所管事項の事務概要についてです。 

 まず、当局から部単位で一通りの説明を受けた後、

各委員から質疑を行います。 

 本日は、あくまでも事務概要の説明であり、また、

時間が限られておりますので、当局説明及び委員か

らの質問は、要点を押さえて簡潔明瞭にお願いいた

します。 

 なお、委員会での発言は委員長の指名の後、マイ

クを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いいた

します。 

 それでは、こども未来部から説明をお願いいたし

ます。 

 こども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 資料は２５ページ

をご覧ください。 

 出産・子育て支援の推進です。 

 現況と課題についてです。国は、２０２３年４月

にこども基本法を施行しまして、地方自治体でもこ

ども計画の策定が求められています。また、少子化

や核家族の進行、それから、共働き世帯の増加など

から、より一層の子供を安心して産み育てられる環

境が求められておりまして、子育てが楽しいと感じ

られるよう、地域や社会全体で子育てを支援してい

くということを目指していく必要があります。 

 そのため、基本方針です。本市においても、豊岡

市こども計画を策定すること、それから、妊産婦健

診や乳幼児健診、育児教室や子育て相談事業などの

充実に努め、妊娠期から子育て期までの親子のリス

クや子育てに関する不安の解消、それから、負担感

の軽減に向けて、切れ目ない支援を行っていきます。 

 概要及び進捗状況です。 

 １、豊岡市こども計画の策定です。 

 ２０２５年度から５年間を計画期間とする計画
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とし、（２）です。子供の保護者、それから、子供

施策に関する事業に従事される方、有識者などで構

成されます子ども・子育て会議を開催しております。

先日、１１月１１日に会議を行っていますので、今

年度はこれまでに５回の会議を開催しております。 

 （３）意見聴取になります。こども計画策定に当

たりましては、当事者の意見を聞くこととされてお

りまして、記載していますア、イ、ウの３種類のア

ンケートと、それから、２６ページになります、エ

の高校生ワークショップを開催させていただきま

した。 

 それから、２６ページ、（４）今後のスケジュー

ルになります。本日午後、計画の素案について、議

員説明会を予定しております。そして、１９日から

パブリックコメントを行いまして、３月末に作成し

たいというふうに考えております。 

 ２です。伴走型相談支援と出産子育て応援給付金

の支給です。 

 こちらの事業につきましては、相談と給付、金銭

給付をセットで行っている事業となります。妊娠期

と出産後にそれぞれ５万円を交付しています。参考

に、１０月末時点の執行状況を掲載しております。 

 ３、産前・産後サービスの実施です。 

 （１）、（２）とも退院直後や妊娠期からの母子

の心身のケアや育児のサポートを行っている事業

となっております。 

 ４です。健診・相談業務の実施です。 

 各種相談業務を掲載しています。参考に、こちら

に母子手帳の交付件数を掲載しています。２０２４

年１０月末現在で、母子手帳の交付件数は、今年度

１８１件となっています。昨年度同時期は２１４人

でしたので、３３人少ない状況となっております。 

 それから、５です。こども広場及び市民交流広場

の運営です。 

 こども広場の利用者数につきましては、２４年の

１０月末現在で２万７，６４２人となっております。

こちらは、昨年度につきましては、同時期で２万２，

８６３人の利用でしたので、４，７７９人の増加と

なっております。 

 こども未来課からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、こども支援課、吉

本課長。 

○こども支援課長（吉本  努） 私のほうは、２７

ページをご覧ください。私からは、子供の貧困対策

の推進について、進捗状況をご説明させていただき

ます。 

 まず、基礎学力向上の支援についてです。 

 生活困窮世帯の子供への学習支援につきまして

は、生活学習支援コーディネーターを派遣し、基本

的生活習慣の形成や学び直しなどの支援を行って

おります。現在の利用者は２名という形になってお

りますが、生活習慣や育成環境が改善され、着実に

学習習慣ですとか学力が身についているとの報告

を受けております。 

 ２点目は、課題を有する子供の早期発見・支援に

ついてです。 

 貧困に起因する課題を有する子供を早期に発見

し、重点的かつ包括的に支援を行うため、気づきシ

ートを活用し、学校園などで職員の気づきを促して

おります。現時点、学校園から該当者の報告はござ

いませんが、具体的な指標を明示したということで、

判断がしやすくなったというようなご意見を頂戴

いたしております。 

 また、ヤングケアラーの実態調査の結果を踏まえ

まして、そちらの支援施策の検討についてですが、

ヤングケアラーへの対応につきましては、関係機関

と協力して支援の枠組みを構築し、適切な福祉サー

ビス等をつなぐ必要がございます。現在、包括的な

その支援を行う職員の配置について、検討している

というような状況でございます。 

 次に、ひとり親非正規雇用者に対する重点支援で

ございます。 

 子供の貧困の理由といたしまして、１つは親の収

入に関する課題が多くございます。母子・父子自立

支援プログラムでは、資格取得や就職及び正社員へ

の転職など、収入増を目指すひとり親を対象といた

しまして、個々の状況に応じた自立支援プログラム

を策定いたしております。今年度の新規策定件数は、
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１１月１日現在で２１件となっておりまして、年度

をまたいだ継続支援件数は６１件という状況でご

ざいます。 

 最後に、子供の生活習慣づくり・子供との関わり

方に関する支援です。 

 保育能力の低い親が一定数存在するというふう

な形の実態がございます。子供の成長に合わせた関

わり方に対する親への支援策や支援の方法等につ

きまして、継続して調査、研究を行ってまいります。 

 加えて、こども家庭庁のほうから、こどもまんな

か社会の実現に向けて、様々な施策や事業メニュー

が出ております。これらの中身を精査する中で、本

市の状況に応じた施策ですとか事業、こういったも

のが展開できるように検討を進めていきたいとい

うふうに考えております。 

 こども未来部の資料での説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 以上でこども未来部の説明

は終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等あればお

願いいたします。 

 よろしいですか。 

 それでは、続いて、観光文化部、説明をお願いい

たします。 

 文化・スポーツ振興課、福井参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（福井 孝道） 私から

は、文化芸術の振興と文化財の保護と活用について、

説明をさせていただきます。 

 ２９ページをお開きください。文化芸術の振興に

ついてです。 

 １項目め、概要及び進捗状況のところです。１項

目め、第２期豊岡市文化芸術振興計画に基づく取組

の推進です。 

 豊岡アートシーズン２０２４につきまして、各文

化施設が展開している事業をまとめて、１冊の冊子

にし、情報発信をしております。ダンス、演劇、コ

ンサート、展覧会など、春夏シーズンは５月２８日

から９月３０日まで２９事業を実施し、秋冬シーズ

ンについては３８事業を予定し、現在、実施してい

るところでございます。 

 内容につきましては、ウェブサイト豊岡アートシ

ーズンでも情報発信しております。 

 続いて、子供たちへの文化芸術体験の提供では、

出石永楽館において、市内小学６年生対象の狂言鑑

賞教室を１２月３日、４日の２日間で開催予定です。 

 また、市内小学校２年生を対象としたサンタクロ

ース会議については、江原河畔劇場で本日１８日か

ら２２日まで実施します。 

 ５月２８日から６月２日にかけて開催しました

第１０回おんぷの祭典では、小・中学校、認定こど

も園、市民会館など、市内２０会場でコンサートを

実施し、３，４４２人、うち高校生以下１，３８１

人の方に、豊岡の地で本物の響きを聴いていただく

ことができました。 

 ２項目め、市民の文化芸術活動支援です。 

 市美術展につきましては、１０月３１日から１１

月４日までの５日間、総合体育館で開催いたしまし

た。出品点数２，５２１点、うち入選以上の作品１，

３０９点を展示しました。期間中、延べ８，０４２

名の方にご来場いただきました。 

 伊藤清永賞子ども絵画展については、１０月６日

から２０日までの１５日間実施し、出品点数は１，

６９７点、うち入選以上１００点を市美術館にて展

示しました。期間中、８０１名の方にご来場いただ

いております。 

 続いて、３０ページをお開きください。３項目め、

豊岡市民会館自主事業です。 

 これまでに６事業を実施し、今後も２月までに２

事業を予定しております。 

 また、アウトリーチ事業として、おでかけ訪問「能

楽講座」を５月２４日から６月２８日までの間、小

学校５校で実施いたしました。 

 ４項目め、博物館及び美術館の運営と利用促進で

ございます。 

 美術館、伊藤清永記念館では、企画展、ワークシ

ョップ、出前授業など、記載のとおり開催をいたし

ております。 

 続いて、３１ページをお開きください。文化財の

保護と活用について、説明をさせていただきます。 
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 １項目めです。文化財の適正な管理と消防訓練な

どの実施についてです。 

 （２）文化財防火デーに伴う消防訓練を１１月２

４日日曜日に、日高町上石、長楽寺において実施し

ます。長楽寺は、昨年度、絵画２件、彫刻１件が新

たに市指定文化財となっており、計５件の市指定文

化財を所有されています。 

 ４項目めをお願いします。国指定史跡の整備につ

いてです。 

 但馬国分寺跡の整備に向け、２０１１年度に策定

しました保存管理計画、整備基本計画の見直しを進

めています。現在、２０２３、２０２４年度の２か

年で、但馬国分寺跡保存活用計画の策定を進めてお

り、策定状況につきましては、また報告の機会を設

けさせていただく予定としております。 

 次年度以降については、２０２５、２０２６年度

で、但馬国分寺跡整備基本計画の策定を予定してお

ります。 

 ５項目めをお願いします。歴史博物館での企画展

示、講演会、体験学習の実施についてです。 

 （３）です。夏休みを中心に子供たちの体験を含

む来館促進に努めており、今年度は特別展「－時代

の記録と記憶を貯蓄－大貯金箱展」を６月２９日か

ら９月２４日に開催し、入館者１，３１１名の来館

がありました。 

 （４）です。現在、企画展「但馬山名氏と山名四

天王」を９月２８日から開催をしており、有子山城

築城４５０周年事業との関連企画として実施して

おります。 

 四天王の山城をめぐる体験イベントについては、

募集内容より多くの参加希望をいただいている状

況です。 

 私からの説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、小川参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（小川 一昭） 城崎国

際アートセンターの取組について、説明いたします。 

 資料３３ページをご覧ください。概要に対する主

な事業の進捗状況を説明いたします。 

 アーティスト・イン・レジデンス事業の公募では、

２７か国から７９件の応募があり、１１件のプロジ

ェクトを採択しています。現在、７件のプロジェク

トを実施し、滞在アーティストによる地域交流プロ

グラムには３０２名の参加者がありました。 

 資料３４ページをご覧ください。提携事業では、

武術とスタントに共通の関心と背景を持つ日本と

香港の男性パフォーマンスユニットが、香港の西九

龍文化区の委託で滞在し、試演会には６９名の観覧

者がありました。 

 また、ロームシアター京都が行っている舞台芸術

に関するレパートリーの創造シリーズとして、城崎

国際アートセンター芸術監督の市原佐都子さんが

新作に取り組んでおられ、１２月に当館にて成果発

表を行う予定です。 

 文化芸術創造交流事業では、豊岡演劇祭２０２４

ディレクターズプログラムとして、コーンカーン・

ルーンサワーン「Ｍａｌｉ Ｂｕｃｈａ：Ｄａｎｃ

ｅ Ｏｆｆｅｒｉｎｇ」を実施し、３０５名の観覧

者がありました。 

 ＫＩＡＣコミュニティプログラムでは、３組のア

ーティストと共に、豊岡で様々な文化や自然をリサ

ーチし、人々との交流を通して、作品創作を行うプ

ログラムを実施しています。 

 芸術文化観光専門職大学との連携では、４年生の

総合芸術文化実習として、７月から９月に２０日間、

１６０時間、１名の受入れを行いました。今後、２

年生以上の劇場プロデュース実習１の受入れを予

定しています。 

 消防用自家発電設備更新については、令和５年度

中に設備が完成しなかったため、予算の繰越しを行

っています。１１月末に工事を完了する予定です。

説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） ３５ペー

ジでございます。私のほうから、スポーツの振興に

ついての進捗状況、主なものを説明したいと思いま

す。 

 概要及び進捗状況の１の（１）でございますが、

その中でも（イ）のバレーボール教室とヴィクトリ
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ーナ姫路による公開練習につきましては、総合体育

館のリニューアルイベントとして行いました。小学

校８チーム、中学校６校、それから高校４校という

ことで、約２００名の女子バレーの選手が日本の代

表選手たち、トップアスリートと身近に会話する中

で、直接指導いただくというふうな大変有意義な機

会となったものと思ってます。 

 また、（エ）でございます。こちらは、市スポー

ツ協会と市との共催事業として、とよおかスポーツ

フェスティバルというのを行ってるんですけども、

ウェルストークさんですとかシルバー人材センタ

ーさんなんかとも連携しまして、ファミリージョギ

ングやミニマラソン、それから、モルックみたいな

新しいスポーツ、ニュースポーツですね、そういっ

たものを１５種目ほど用意しまして、約１，０００

名の方に体験をいただいてます。各種目の指導には

スポーツ推進委員さんにご協力いただいてるとい

うような内容でございます。 

 今年は特に新しい取組として、スポーツフェステ

ィバルに合わせて、剣道、なぎなた、バドミントン、

バスケットボール、テニス、ラージボールやグラウ

ンドゴルフなど、計１２競技のスポーツ体験会とい

うのを別に総合体育館のほうで、市のスポーツ協会

さんに実施をいただきました。こういった体験会を

きっかけに、改めてまたやってみようと思われた方

とか、昔やってたんだけども、今日の体験でまたプ

レーがしたくなりましたというようなことを多数

お聞きするなど、こちらも１，０００名を超えるよ

うな方に参加をいただけております。 

 次の３６ページでございます。ウに部活動の地域

連携推進というのがございますが、こちらにつきま

しても教育委員会と連携いたしまして、私たちのほ

うでは関係団体等に人材バンクの登録なんかの勧

奨を行ってるというのが実態でございます。また、

後ほどあるかもしれませんが、１２月８日には、但

馬文教府のほうで、兵庫県のスポーツ協会と県教育

委員会さんの共催で研修会も開催されるというよ

うなことも聞いております。 

 （２）施設の適切な整備です。こちらにつきまし

ても、人口減少下の施設の維持管理というのは大変

難しいものがあるんですけども、以下のようなこと

をやってございます。 

 アの出石のスポーツセンターのテニスコートの

修繕、こういった人工芝の張り替えですとか、この

後、また、夜間照明のＬＥＤ化工事なんかに地域の

拠点施設として取り組んでまいりたいと思ってま

す。 

 以下、記載の事業を完了もしくは取り組み中でご

ざいます。 

 それから、あと、キですけども、豊岡市総合スポ

ーツセンターの陸上競技場の４種公認の更新のた

めの改修工事にも着手してまいります。 

 それから、（３）でございます。オリンピックレ

ガシーへの取組ということで、引き続きボートのま

ち豊岡というものを発信していきたいわけですけ

ども、今年につきましては９月の２８、２９日の２

日間、円山川城崎漕艇場におきまして、全国中学校

の新人競漕大会というのを開催しております。 

 また、第３４回全国市町村交流レガッタにつきま

しても、来年の９月２７、２８の土日の２日間、豊

岡市で開催するということで、今後、実行委員会設

置に向けた準備を進めてまいりたいと考えてござ

います。 

 文化・スポーツ振興課からの説明は以上でござい

ます。 

○委員長（清水  寛） 続いて、新文化会館整備推

進室、村田室長。 

○新文化会館整備推進室長（村田 一紀） ３７ペー

ジをご覧ください。私からは、新文化会館整備につ

いてご説明をいたします。 

 ２０２３年度から整備工事に着手し、２０２６年

度の開館を目指しておりましたが、整備工事の入札

が不調に終わり、２０２３年度内の工事着手が不可

能となりました。現在、あらゆる可能性を検討し、

事業推進をできますよう進めてまいりました。つき

ましては、本日午後より、一定の方向性をお示しす

べく、説明会を予定させていただいております。大

変恐れ入りますが、聞き取り、協議等よろしくお願
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いをいたしたいと思います。 

 それでは、進捗状況の１つ目、新文化会館の整備

の推進でございます。 

 昨年度の繰越事業でありますが、土壌対策工事で

建設予定地に埋まっております残った灰、焼却灰で

すが、それの搬出の工事を９月末に、施工監理業務

では搬出処理し、処分場の管理を含めた業務を７月

末にそれぞれ完了をいたしております。 

 また、今後、進め方検討で、サウンディング型市

場調査を実施し、８月に結果公表を行っております。 

 ３８ページをご覧ください。２つ目に管理運営計

画の策定でございます。 

 新文化会館の事業や運営など、管理運営に係る基

本方針を示した管理運営計画を取りまとめるとし

てきました。 

 しかし、現時点で新文化会館の開館時期など、整

備内容が見通せない状況であることから、一旦、素

案として年内に取りまとめたいと考えております。

改めて事業の方向性が定まった段階で、時点修正し

成案化するよう、現在のところ考えております。 

 以上で観光文化部の説明は終わります。 

○委員長（清水  寛） 観光文化部の説明は終わり

ました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等あればお

願いします。 

 よろしいですか。 

 続いて、教育委員会の説明をお願いします。 

 教育総務課、木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 教育総務課は項目と

して２点上げております。 

 まず１点目、第５次とよおか教育プラン（豊岡市

教育振興基本計画）の策定と教育・保育施設整備等

の推進を私からご説明させていただきます。 

 それでは、３９ページをお開きください。概要及

び進捗状況をご覧ください。 

 １点目、第５次とよおか教育プランの策定でござ

います。 

 とよおか教育プランは、今年度が現行の第４次計

画の最終年度となるため、現在、２０２５年度から

２０２９年度までの５か年を計画期間といたしま

す第５次計画の策定作業を行っておるところでご

ざいます。これまで４回の策定委員会や教育委員協

議会での意見を参考にし、素案を作成いたしたとこ

ろでございます。 

 基本理念は、「豊岡で育む「在りたい自分」と「在

りたい未来」を創造する力」、副題としまして、「非

認知能力（やり抜く力、自制心、協働性）を子ども

たちに」としております。今月５日から本日まで、

パブリックコメントを募集しておるところでござ

います。 

 今後はパブリックコメントでいただきました意

見を反映いたしまして、来年２月には策定を完了す

る予定としております。 

 ２点目は、豊岡市学校施設個別施設計画に基づく

計画的な改修の実施でございます。 

 １つ目は、三江小学校の長寿命化工事でございま

す。 

 ２０２４年度、２０２５年度の２か年で整備をす

る予定としております。２０２４年度につきまして

は、特別教室棟の老朽化した床、壁、天井の改修、

また、ガラス断熱施工等の大規模改造工事を行いま

した。こちら、９月末で完了しております。 

 ２つ目は、竹野地域義務教育学校の整備でござい

ます。 

 建築、電気設備、空調設備、衛生設備、附帯の各

工事の発注を済ませたところでございます。先月１

１日には、工事安全祈願祭が行われ、本格的に工事

に着手しております。 

 続きまして、３点目は老朽化した空調設備の更新

及び中学校体育館への空調設備整備でございます。 

 西保育園、また、中学校体育館とも６月末で設置

が完了しておるところでございます。 

 ４点目は、児童生徒１人１台端末の活用の推進で

ございます。 

 教員向けのサポートや研修を行いますＧＩＧＡ

スクール運営支援センターにつきましては、５月に

設置済みでございます。また、ネットワーク環境の

改善につきましては、豊岡小学校ほか４校に旧寺坂
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小学校から無線ＬＡＮのアクセスポイント５台を

移設したところでございます。 

 ５点目が安全安心な学校給食の提供でございま

す。 

 １学期末の地産地消率が２７．９％で、目標の３

０％には届きませんでしたが、今後も地元産食材の

利用を推進していきたいと考えております。また、

ご飯につきましては１０月から無農薬のコウノト

リ育むお米の新米を使用しております。また、食物

アレルギーへの取組も行っているところでござい

ます。 

 ６点目は、安定した学校給食の提供でございます。 

 質や量、栄養バランスを保った給食を提供するた

め、毎年、物価変動に合わせて学校給食費を決定す

ることといたしまして、２０２５年度以降の学校給

食費については、前年の９月分の消費者物価指数を

基に決定することといたします。 

 私からの説明は以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 次に、教育総務課、野﨑参

事。 

○教育総務課参事（野﨑 律男） 私からは２点目、

小中学校適正規模・適正配置計画の推進等について、

ご説明をさせていただきます。 

 資料、４１ページをお開きください。概要及び進

捗状況の欄です。 

 まず、今年度予定していました項目としまして、

小坂小学校と小野小学校の再編がございます。こち

らのほうにつきましては、昨年から小野地区を中心

に協議、調整を進めてまいりましたけれども、６月

３日に小野小校区の代表者等から、小野小学校の統

合に関する合意書を提出いただきました。この合意

書には、統合年度を２０２６年として進めてほしい

とありましたので、地域の意向を尊重いたしまして、

当初の統合の目安としていました２０２５年度か

ら１年遅れで進めていくことといたしました。既に、

両校区の代表者から成る統合準備委員会を設置い

たしまして、協議を進めているというところでござ

います。 

 続きまして、但東地域における小中一貫校の開設

に向けた説明会についてです。 

 ７月の３日に地域説明会を行いまして、そこで出

された意見ですとかアンケート結果につきまして

は、両校のＰＴＡ役員ですとか各地区の代表にも、

こういった意見がありましたということで共有を

させていただいた上で、地区内でも学校の在り方等

について検討していただいてるというところです。

特にアンケートの中で、説明会はあったけれども、

また、ＰＴＡのほうでも同じような話をしてほしい

というようなご意見をいただいていまして、そうい

ったことも含めて、今後、丁寧に進めていくという

形で予定をしております。 

 続きまして、４２ページです。個別での統合の協

議について説明をさせていただきます。 

 まず、竹野地域での（仮称）竹野学園の開設に向

けまして、１０月の３０日に第７回目の開設準備委

員会を開催して、ここでは中間報告という形でまと

めさせていただきました。今週木曜日、１１月２１

日には保護者向けの検討状況報告会というものを

開催しまして、進捗状況をお伝えするとともに、ご

意見をお聞きする場ということにしております。そ

の会議が終わり次第、先ほどの中間報告として教育

委員会のほうに提出していただくという流れで考

えております。 

 続きまして、八代小学校の小規模特認校制度につ

いてです。 

 来年の制度の利用者ということで申込受付を行

っておりまして、１１月の５日に締切りを行いまし

た。そのところ、結果、１名希望者があったという

形になっております。 

 最後に、豊岡小学校の分散進学の解消に向けた検

討でございます。 

 こちらも昨年から協議を進めておりましたけど

も、７月３０日に豊岡小学校ＰＴＡのほうから、分

散進学の解消に関する要望書というものが提出を

されました。これを受けまして、教育委員会の会議

を開きまして、協議をしました結果、来年２０２５

年度から分散進学を解消いたしまして、豊岡小学校

は全て豊岡南中学校に進学ということで、校区の変
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更をさせていただきます。 

 私からの説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、学校教育課、寺坂

課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 私からは、豊岡市に

おける教育の充実について、進捗状況を説明いたし

ます。 

 資料４４ページをご覧ください。主な項目につい

て説明いたします。 

 まず、１番の非認知能力向上のための取組の推進

です。 

 今年度は、市内全ての小学校１年生と２年生で演

劇ワークショップを実施しています。１年生は年３

回、２年生は年２回とし、それぞれ２回目と１回目

を終えたところです。また、８月５日には非認知能

力を高める視点をテーマとしました豊岡市教育フ

ォーラムを開催し、各学校での情報共有を図りまし

た。 

 次に、４番の不登校対策の充実です。 

 ４月に改定しました豊岡市不登校対策アクショ

ンプランに基づき、学校、保護者関係機関等が連携

した取組を進めています。また、各学校においては、

学校への適応度をはかるアセス検査を小学校３年

生以上で実施したり、子供の心を理解する強化月間

にアンケートや教育相談を重点的に実施したりし

て、全児童生徒の心の状況の把握に努めています。 

 次に、資料４５ページをご覧ください。１０番の

学校における働き方改革の推進です。 

 推進方針に基づいて、（２）、（３）、（４）な

どの取組を進めています。また、スクール・サポー

ト・スタッフをはじめ、中学校部活動指導員の配置

拡充により、配置校から教員の業務負担軽減につな

がっているとの報告を受けています。 

 次に、１１番のコミュニティ・スクールと地域学

校協働活動の一体的な実施です。 

 地域住民等が学校運営に参画し、地域総がかりで

子供たちを育むコミュニティ・スクールを全ての市

立小・中学校に導入しています。各校での成果と課

題について、教育委員会による学校訪問や管理職と

の面談等で把握し、毎月の校園長会や研修会等で情

報共有を図っているところです。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、幼児育成課、向原

課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） ４６ページ、就学前

の教育・保育の充実についてご説明いたします。 

 概要については、主なものとして、待機児童解消

対策の推進と就学前の教育・保育の充実の２項目を

上げております。これらの進捗状況について、ご説

明いたします。 

 まず、１項目めです。待機児童解消対策の推進に

ついてです。 

 豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童の

あり方計画を２０２１年２月に策定し、この計画に

基づき事業を推進しております。今年度は、放課後

児童クラブの整備として、２０２３年度末をもって

閉園しました日高幼稚園舎を放課後児童クラブの

専用施設として活用するため、トイレ等の改修工事

を行い、９月に完成しております。 

 続いて、４７ページをご覧ください。２つ目です。

就学前の教育・保育の充実についてです。 

 安全・安心な環境の構築と非認知能力を重視した

子供理解の推進につきましては、２０２０年２月に

第２次スタンダード・カリキュラム、また、２０２

２年１１月に、活用の手引きを策定しております。

これらを基に保育を実践することにより、幼稚園、

保育園、認定こども園のいずれの園においても同等

の質の幼児教育・保育の実践に努めております。 

 現在、これらを活用した実践的な研修として、ま

なびの公開保育を１１月１日時点で６園で実施し

ております。３月末までにあと４園、合計１０園で

実施する予定になっております。 

 また、経験年次別に子供理解を深める研修も実施

しております。１１月１日時点で、経験年次別にそ

れぞれ３回実施しておりまして、３月末までにそれ

ぞれあと２回、合計でそれぞれ５回実施する予定に

しております。 

 説明は以上です。 
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○委員長（清水  寛） 続いて、社会教育課、旭課

長。 

○社会教育課長（旭  和則） それでは、資料は４

８ページをお願いいたします。 

 私からは、社会教育・生涯学習の充実と推進につ

いて、概要と進捗状況をご説明いたします。 

 基本方針につきましては、３つ掲げております。 

 まず、１つ目です。社会教育基本計画の策定でご

ざいます。 

 市の社会教育・生涯学習の推進に関する基本方針

として、昨年度から進めておりました社会教育基本

計画を６月に策定いたしました。４月にパブリック

コメント、５月に最終となる第５回目の策定委員会

を経て、６月２７日の教育委員会会議で承認され、

７月に公表をいたしました。学びや活動による自分

づくり、生きがいづくり、つながりづくり、まちづ

くりを基本理念とし、他の関連計画の諸事業と連携

してまいりたいと考えております。 

 ２つ目、多様な学習機会の充実と読書活動の推進

です。 

 （１）生涯学習サロンでは、市民の生涯学習活動

を推進しております、指定管理者である但馬高齢者

生きがい創造協議会により、生きがい創造学院で陶

芸、木彫、書道、絵画等１３講座、１４教室を開催

し、約１６０名が創作活動をされております。 

 また、夏休み期間中には、子供とその保護者向け

に陶芸、木彫の体験教室を開催させていただきまし

た。 

 次に、（２）障害者の社会自立を目指した学習機

会の提供でございます。 

 知的、身体に障害がある方を対象とした、くすの

木学校、視覚障害の方を対象とした青い鳥学級を、

ボランティアの方々等で構成する運営委員会に委

託して実施しております。参加者等、実施状況は記

載のとおりでございます。 

 なお、くすの木学校は、長年の活動に対する功績

に対しまして、令和６年度、障害者の生涯学習支援

活動に係る文部科学大臣表彰を受賞する運びとな

りました。１２月１０日には、東京都千代田区の文

部科学省で開催される表彰式に出席される予定で

ございます。活動運営をしていただいております委

員、ボランティアの方々に改めて深く敬意を表し、

今後も活動支援を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 続きまして、（３）電子書籍の利用拡大、図書館

サービスを充実・拡充、読書活動の推進でございま

す。 

 電子書籍の利用は、昨年７月に市内小学校５、６

年生と中学生を対象としてスタートいたしました。

今年の５月１０日からは、一般利用者にサービスを

拡大し、１０月末での利用実績は記載のとおりでご

ざいます。今後も利用登録の啓発とコンテンツの充

実を進めてまいります。 

 ３つ目、家庭・地域の教育力の向上と青少年健全

育成の推進でございます。 

 （１）青少年健全育成推進活動の充実につきまし

ては、豊岡市子どもと心でつながる市民運動推進協

議会による取組として、６月３０日日曜日に、ＮＩ

Ｔ情報技術推進ネットワーク株式会社から講師を

招き、「インターネットトラブルの現状」と題した

講演会を開催いたしました。参加者の方に実際にス

マホの画面などを見ていただきながら、様々な注意

点など、詳しく指導、解説をしていただきました。 

 また、７月３日、４日には、豊岡小学校、八代小

学校、中筋小学校、小坂小学校の市内４校におきま

して、「スマホ・ケータイ安全教室」を開催、適切

な使用についての啓発を行いました。 

 （３）青少年補導委員を中心に地域で守り育てる

活動推進につきましては、１０月末までに昼夜合わ

せて、計６１回の街頭補導パトロールを実施し、子

供の安全見守りを行っているところでございます。 

 最後に、子どもと心でつながる市民運動推進協議

会組織の再検討でございます。５月１７日に定期総

会を開催し、今年度末をもって会を解散する決議の

承認をいただきました。次年度以降は、これまでの

構成団体であった各地区の青少年健全育成地区会

議等を中心に、再編、スリム化した組織とし、引き

続き青少年の健全育成に係る活動を進めてまいり
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ます。 

 説明は以上でございます。これで教育委員会から

の説明を終わります。 

○委員長（清水  寛） 以上で教育委員会の説明は

終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等あればお

願いします。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） ４５ページのところ、コミュ

ニティ・スクールの課題等がというところがありま

したが、もし分かれば、どんな課題が今のところ上

がってるか教えてください。 

○委員長（清水  寛） 寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） コミュニティ・スク

ールにつきましては、学校運営協議会を設置する学

校のことをいいます。今年度からモデル校だけでは

なくて、全ての学校に拡大しているんですが、地域

による課題は、実にそれぞれ様々でございます。そ

の学校が持っている課題と地域の方が考える課題、

これを協議していくということが、今現在進められ

ているところで、今年度にかけて初めての取組です

ので、一体課題が何なのかということも含めて、協

議を進めていただいているところですので、この辺

りは全ての学校で共有してまいりたいと思います。

以上です。 

○委員（義本みどり） 分かりました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 学校給食のことについて、給

食費のことについてお聞きします。 

 ４０ページになります。これは、こうでしたか。

前年度９月分消費者物価指数を基に決定、毎年、こ

ういう決め方で４年間、コロナ禍で支援してた分を

戻すということでしたか、取りあえずは。教えてく

ださい。 

○委員長（清水  寛） 本庄参事。 

○教育総務課参事（本庄  昇） 毎年度、９月分の

消費者物価指数が１０月に発表されますので、その

時点の消費者物価指数を見ながら、毎年度、来年度

の給食費を幾らの設定にしようというのを考えて

いこうというふうに思っております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。大丈夫です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、何ページかな、

吉本課長の担当分野だと思うんですが、こども家庭

センターの準備をされてるかなと思って、ここにそ

ういう文字が上がってくるかなと思うんですが、ま

だ準備を着実に進めてるという理解でよろしいで

しょうか。 

○委員長（清水  寛） 吉本課長。 

○こども支援課長（吉本  努） この課題というか

事務概要の部分で出させていただいたものですの

で、あえて、これには記載をいたしておりません。 

 今、委員のほうがおっしゃったように、こども家

庭センターというのを、児童福祉法と母子保健法の

改正によって、努力義務という形で各市町に設置を

しなさいという形になっています。こちらのほうの

その機能につきましては、一応、来年の４月の設置

に向けて、今、準備を進めておりますので、また改

めてご説明をさせていただけるかなというように

思っています。以上です。 

○委員（義本みどり） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。 

 なければ、それでは、以上で後半の部を終了しま

す。 

 ここで委員もしくは当局の皆さんから、特に発言

はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ないようでしたら、当局職

員の皆様につきましては、報告事項があります部署

の職員さんを除いて、退席していただいて結構です。

お疲れさまでした。 
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 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前１１時３８分休憩 

──────────────────── 

午前１１時３９分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開し

ます。 

 議事順序を変更し、５の報告事項に入ります。 

 ３、植村直己記念スポーツ公園指定管理者の再公

募についてです。 

 観光文化部文化・スポーツ振興課から説明をお願

いします。 

 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） お手元に

１枚物の資料を配らせていただいとると思います。

タイトル、植村直己の記念スポーツ公園の指定管理

者の再公募ということでございます。 

 一番上に現在の指定管理状況ということで整理

させていただいております。今、指定管理いただい

てるのはアドバンス株式会社様でございます。指定

管理期間が、２０２２年４月１日から２０２５年の

３月３１日までになってございます。 

 この指定管理に当たっての指定事務としまして、

２に整理させていただいてるんですけども、６月の

市議会の定例会のほうで、債務負担行為を設定させ

ていただいて、期間をそれまで３年だったんですけ

ども、２０２５年度から２０２９年度までの５年間

という形で公募をしたいということで、限度額は５，

０８１万５，０００円ということでございます。 

 （２）に書いてございますように、８月２２日に

公募公告を行い、次の指定管理者の募集を開始した

わけなんですけども、（３）にございますように、

受付期限の９月１７日までに申請いただくことが

なかった、申請者がなかったというような現状でご

ざいます。 

 簡単に、３番目に現在までの対応として書かさせ

ていただいております。公募期間が終わった後、今

の指定管理者の方に対しまして、応募見送りの理由

というのを、正直にちょっとどういうようなご状況

でしょうかというようなことの聞き取りをさせて

いただいて、それと併せまして、今の指定管理者様、

それから、ほかのスポーツ施設の管理したことのあ

るというか、実際されてらっしゃる指定管理団体の

方に対して、こういうことで指定管理をもし受けて

もらうとしたら、可能な条件というのをちょっと検

討いただけないでしょうかと、もう正直なご相談を

させていただきました。各団体で検討いただきまし

た結果を踏まえて、ここに書いてありますが、現行

の公募要件を見直し、それから、再度公募をかけさ

せていただきたいというものでございます。 

 ４番目にこれからのことが書いてございますが、

もしこのまま進めますと、１１月下旬から１２月上

旬を目途に、指定管理者の再公募を開始させていた

だいて、２０２５年３月の定例会に指定管理者の指

定と、それから、債務負担行為の変更に関する議案

を提出させていただくというような流れとさせて

いただきたいというものでございます。 

 簡単ですけども、再公募については以上でござい

ます。 

○委員長（清水  寛） 報告は終わりました。 

 質疑はございませんか。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） どの程度の、現時点で言える

範囲でいいんですけど、何が原因で、どういうふう

な内容変更になるのかというのを分かる範囲で教

えていただければと思います。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） まず、老

朽化してきている施設を維持管理していく中で、限

られた人材の中での維持管理というのは非常に難

しいということで、正直言いますと、管理料ですね、

そういった人件費の問題とそれから、やはり５年と

いうのはちょっと厳しいなというようなとこがご

ざいます。正直、今言いましたようなことのリスク

もありますのでということでというような、お金の

面とそれから、期間の面というようなことが主なご

意見でございました。以上です。 

○委員長（清水  寛） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） ありがとうございます。それ
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は現行の方だと思うんですが、ほかのスポーツ施設

指定管理団体でのヒアリングというのも同じよう

な内容ということでよかったでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） ちょっと

名称は書いてございませんけども、今現在、実際に

指定管理をいただいている団体の中で声かけさせ

ていただきましたけども、理由はやはり同じような

ことで、人件費の面とそれから、期間の部分がやは

り難しいなということでございました。以上です。 

○委員長（清水  寛） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。じゃあ、その

現状をしっかりした反映した期間と金額で、再公募

という形されるということなので、しっかりとやっ

ていただけるようによろしくお願いいたします。以

上です。 

○委員長（清水  寛） ほかありますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） このスポーツ公園は、もとも

と以前の公共施設の整備計画の中では、今後も市の

財産としてずっと改修しながら持っていくという

ものだったんでしたっけ、取りあえずは。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） おっしゃ

られるとおり、地域の拠点施設という位置づけで、

維持していくという施設ということで、今の体育施

設個別施設計画の第１期計画では掲げられていま

す。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） この今回の前が３年間にこの

指定管理期間がなってたのは、よく譲渡や廃止を検

討する場合、５年を３年に縮めるとかというような

ことがあったと思うんですけど、何で３年になって

たんですかね。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 実は、今

のアドバンスさんの前というのが、コミュニティ日

高さんが指定管理をされてらっしゃったんですけ

ども、そちらがちょっと難しいということで断念を

されまして、先ほど言いました２０２２年ですか、

そのときに新しくいろんな協議を経まして、議会の

ほうにもご承認いただいて、アドバンスさんを指定

させていただくということに至りまして、今、初め

ての指定管理ということで３年ということだった

ということになります。以上です。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） 教えていただける範囲で結構

なんですけど、新たに提案しようとしている再公募

の条件って何か、今言えるんですか。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 再公募の

要件というのは、もう今言いました、議会でお認め

いただきました指定期間の期間の範囲内の期間を、

例えば少し短くするとか、あと、費用につきまして

も、今、お認めいただいている金額の範囲内で、も

し短くなるとすれば金額のほうも、今認められてい

る上限額の中で少し考えてみようというようなこ

とで、やはりそういった点につきまして、もう少し

受けていただけるような条件に改めるというよう

なことになります。以上です。 

○委員（森垣 康平） 大丈夫です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） ごめんなさい。基本的な理解

ができてないんですが、期間が長過ぎると。短いほ

うがリスクが少ないということですか。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 施設によ

りけりだと思うんですが、植村直己スポーツ公園に

つきましては、かなり施設的にも修繕が必要な箇所

というのがたくさんあるというふうなことを、今の

現の指定管理者からも言われてます、正直言いまし

て。そんな中で、やはり長く指定管理をするのは少
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し難しいなということで、もう少し短くというのは

お思いなのではないかというふうに推察されます。

以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） 分かりました。 

○委員長（清水  寛） 僕のほうからちょっと１点

だけ。これは、意見なんですけども、やはり指定管理

を受けないということは、それだけ施設の魅力がない

ということとイコールだと思います。そういう意味で

は、先ほどの話でいえば修繕箇所が非常に多いという

のは、もうまさにそのとおりで、やはりその修繕計画

というものが併せて提示されるということがあって初

めて、安心して指定管理を受けることが可能になるの

かなと思いますので、そういったことも検討していた

だきながら再公募していただきたいと思います。以上

です。 

 ほかありますか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 以上で観光文化部文化・スポーツ振興課の職員の

皆さんは退席していただいて結構です。お疲れさま

でした。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前１１時４８分休憩 

──────────────────── 

午前１１時４８分再開 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 次に、協議事項に戻りまして、２、委員会重点調

査事項についてに入ります。 

 今後１年間の当委員会の重点調査事項を決定し

たいと思います。 

 参考に、前期の委員会で確認した重点調査事項を

資料の３ページに載せております。 

 今期の委員会重点調査事項について、本日の事務

概要の説明を踏まえた上で協議をお願いいたしま

す。 

 この件について、ご意見はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 特にないようでしたら、これらの項目を重点調査

事項として決めたいと思いますが、ご異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認め、そのよう

に決定しました。 

 次に、３、各種委員の選出についてです。 

 資料４ページをご覧ください。まず、下記の表、

職名によるものに記載のとおり、委員長が充て職と

して、１、民生委員推せん会委員、２、豊岡市青少

年問題協議会委員、３、豊岡市災害対策本部出席者、

４、豊岡市社会福祉協議会評議員、５、豊岡市功労

者表彰審査委員会委員、６、豊岡市子どもと心でつ

ながる市民運動推進協議会会員を、また、副委員長

が充て職として、１、民生委員推せん会委員を務め

ることになっております。 

 次に、互選によるものとしまして、上の表に記載

のとおり、当委員会から、豊岡市国民健康保険運営

協議会委員を４名、豊岡市第２清掃センター管理運

営協議会委員を２名、豊岡市パチンコ店等建築協議

会委員を２名、豊岡防犯協会役員を２名、豊岡市奨

学生選考委員会委員を２名、それぞれ選出すること

になっております。 

 なお、豊岡市国民健康保険運営協議会委員は、括

弧書きの役職が指定されております。 

 また、豊岡防犯協会役員は、米印のとおり、住所

が旧豊岡市の委員ということと括弧書きの役職が

指定されております。 

 この件について、各委員の希望を聞いて調整した

いと考えますが、それでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） では、そのようにしていき

たいと思います。 

 順次、上からしていきたいと思いますけども、そ

れでは、豊岡市国民健康保険運営協議会委員に４名

ということですけども、ご意見が。会長職なんです

けども、ここは私の勝手な一存なんですけども、や

はりここは福田委員にお願いをしたいなと思いま
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すけども、皆さん、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 福田委員、よろしいでしょ

うか。 

○委員（福田 嗣久） フレッシュな福田でか。 

○委員長（清水  寛） お願いします。 

○委員（福田 嗣久） フレッシュな福田で。 

○委員長（清水  寛） そしたら、会長を福田委員

にお願いします。 次に、会長代理なんですけども、

皆さんのほうから推薦等ございましたら。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ちょっと１つ意見。会長も会

長代理もええんですけど、そうすると枠が残り２に

なってしまうんで、先に言っとくんですが、国保の

ことは去年から非常に僕自身、重点入れてやってま

すんで、ぜひ入れていただきたいと。 

○委員長（清水  寛） なるほど。 

○委員（須山 泰一） それを、先にちょっと言わせ

てください。枠が２になってしまいそうなので。 

○委員長（清水  寛） なら、ほか委員でなりたい

方。 

○委員（義本みどり） 何でもいいので、国保のお勉

強に行かせてください。 

○委員長（清水  寛） そしたら、義本委員。あと。 

○副委員長（荒木 慎大郎） 会長代理は。 

○委員長（清水  寛） そのもう一方の中から互選

してもらいましょうか。あと、もう一方、どなたで

すか。 

○委員（前田 敦司） これ、１人、どれか１個。 

○委員長（清水  寛） １人２役をしていただく形

になると思います。 

○副委員長（荒木 慎大郎） ２つまで。義本さん、

もう、防犯協会の役員に決まっちゃってるんですよ。 

○委員（義本みどり） ああ、そうなんですか。旧豊

岡市の委員ということで。 

○副委員長（荒木 慎大郎） そうそう。 

○委員長（清水  寛） 暫時休憩します。 

午前１１時５３分休憩 

──────────────────── 

午前１１時５６分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、会議を再開しま

す。 

 各種委員の選出ということで、互選によるもので

すけども、お名前を、そうしましたら、決まりまし

たので呼ばせていただきます。 

 まず、豊岡市国民健康保険運営協議会委員に、会

長職候補に福田委員、会長代理職候補に前田委員、

委員に須山委員、義本委員の４名、豊岡第２清掃セ

ンター管理運営協議会委員に福田委員と須山委員

の２名、豊岡市パチンコ店等建築協議会委員に森垣

委員と須山委員の２名、豊岡防犯協会役員に、副会

長職に義本委員、監事職に荒木委員の２名、豊岡市

奨学生選考委員会委員に森垣委員、前田委員の２名

と決定しました。よろしくお願いいたします。 

 次に、４、席次の指定についてです。 

 本日は、会派構成に配慮した形で着席いただいて

おりますが、ご意見等あればお聞かせください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 それでは、今、お座りの席を今期の席次として決

定いたしたいと思います。 

 次に、６、その他ですが、この際、委員の皆さん

から何かございましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 特になければ、そうしまし

たら、以上をもちまして文教民生委員会を閉会いた

します。お疲れさまでした。 

午前１１時５７分閉会 

──────────────────── 

 


